
六
朝
道
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）

六
朝
道
教
と
﹃
荘
子
﹄

│
│
﹃
真
誥
﹄・
霊
宝
経
・
陸
修
静
│
│

神
　
塚
　
淑
　
子

は
じ
め
に

　

周
知
の
よ
う
に
、
老
子
と
い
う
謎
に
満
ち
た
伝
説
的
人
物
と
、
そ
の
老
子

が
書
い
た
と
さ
れ
る
『
老
子
』
と
い
う
書
物
は
、
道
教
の
成
立
と
展
開
に
密

接
に
関
わ
っ
て
き
た
。
老
子
は
、
も
ち
ろ
ん
道
教
の
教
祖
で
は
な
い
が
、
最

初
の
道
教
教
団
で
あ
る
太
平
道
と
五
斗
米
道
の
と
き
か
ら
す
で
に
、
老
子
と

い
う
人
物
は
神
格
化
さ
れ
て
尊
崇
さ
れ
、『
老
子
』
と
い
う
書
物
は
聖
典
と

し
て
道
教
の
中
で
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
太
平
道
の
張
角

は
「
黄
老
道
を
奉
事
」（『
後
漢
書
』
皇
甫
嵩
伝
）
し
て
い
た
し
、
五
斗
米
道

で
は
、
教
区
の
指
導
者
で
あ
る
祭
酒
が
信
者
た
ち
に
『
老
子
』
五
千
文
を
学

習
さ
せ
る
こ
と
を
司
っ
た
と
い
う
（『
三
国
志
』
魏
書
・
張
魯
伝
注
引
『
典

略
』）。

　

そ
れ
に
対
し
、
老
子
と
同
じ
く
「
道
」
の
思
想
を
説
い
た
と
さ
れ
る
荘
周

と
い
う
人
物
と
、
荘
周
が
著
し
た
『
荘
子
』
と
い
う
書
物
が
、
道
教
と
結
び

つ
く
の
は
少
し
遅
れ
る
。

　
『
荘
子
』
刻
意
篇
に
は
、「
吹
呴
呼
吸
、
吐
故
納
新
、
熊
経
鳥
申
す
る
は
、

寿
を
為
す
の
み
。
此
れ
導
引
の
士
、
養
形
の
人
、
彭
祖
寿
考
な
る
者
の
好
む

所
な
り
」
と
い
い
、
不
老
長
生
を
求
め
て
身
体
を
鍛
錬
す
る
「
養
形
の
人
」

は
、「
純
粋
に
し
て
雑
な
ら
ず
、
静
一
に
し
て
変
わ
ら
ず
、
淡
に
し
て
無

為
、
動
け
ば
天
行
を
以
て
す
」
る
「
養
神
の
道
」
に
達
し
な
い
低
い
次
元
の

者
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
、『
荘
子
』

の
思
想
は
、
神
仙
思
想
と
は
相
い
容
れ
な
い
面
を
持
っ
て
い
る
。

　

晋
の
葛
洪
（
二
八
三
〜
三
四
三
頃
）
は
、『
荘
子
』
に
説
か
れ
る
万
物
斉

同
の
思
想
が
、
神
仙
の
観
念
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し

て
、「
或
い
は
復
た
死
生
を
斉
し
く
し
て
異
な
る
無
し
と
謂
い
、
存
活
を
以

て
徭
役
と
為
し
、
殂
歿
を
以
て
休
息
と
為
す
。
其
の
神
仙
を
去
る
こ
と
、
已

に
千
億
里
な
り
、
豈
に
耽
玩
す
る
に
足
ら
ん
」（『
抱
朴
子
』
釈
滞
篇
）
と
述

べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
前
後
の
文
で
、
老
子
に
対
す
る
批
判
を
も
述

べ
て
い
る
し
、『
荘
子
』
の
「
寓
言
譬
喩
」
は
取
る
べ
き
所
と
し
て
あ
る
程

度
の
評
価
も
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
、『
荘
子
』
に
対
し
て
の
み
強
く

批
判
し
て
い
る
と
は
言
え
な
）
1
（

い
の
で
あ
る
が
、
死
生
を
も
斉
し
き
も
の
と
考

え
る
万
物
斉
同
の
思
想
は
、
不
老
不
死
を
求
め
る
神
仙
思
想
と
は
明
ら
か
に
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大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
隋
の
時
代
に
は
、『
荘
子
』
は
道
教
の
中
で
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、『
隋
書
』
経
籍
志
・
道
経
の
部
に
、「
大
業
中
（
六

〇
五
〜
六
一
六
）、
道
士
の
術
を
以
て
進
む
者
、
甚
だ
衆
し
。
其
の
経
を
講

ず
る
所
以
は
、
由
お
老
子
を
以
て
本
と
為
し
、
次
に
、
荘
子
及
び
霊
宝
・
昇

玄
の
属
を
講
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
唐
の
玄
宗

の
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
に
は
、『
荘
子
』
は
『
老
子
』『
列
子
』『
文

子
』
と
と
も
に
、
崇
玄
学
で
生
徒
が
学
ぶ
べ
き
科
目
と
さ
れ
、
科
挙
の
明
経

科
に
準
じ
た
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
（
道
挙
）、
つ
い
で
、
天
宝
元

年
（
七
四
二
）
に
は
、
荘
子
は
南
華
真
人
、『
荘
子
』
は
『
南
華
真
経
』
と

名
称
を
改
め
、
列
子
・
文
子
・
庚
桑
子
も
そ
れ
ぞ
れ
真
人
の
号
と
真
経
の
名

称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
2
（
た
。

　

隋
唐
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
前
段
階
に
お
い
て
、『
荘
子
』
は
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
、
道
教
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
問
題
は
、
道
教
史
の
み
な
ら
ず
、
道
家
思
想
、
仏
教
思
想
を
も
含
め
た

六
朝
宗
教
思
想
史
研
究
の
一
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
抱
朴
子
』
が
書
か
れ
て
か
ら
約
半
世
紀
後
、
四
世
紀
の
後

半
に
起
こ
っ
た
上
清
派
道
教
の
文
献
『
真
誥
』
と
、
上
清
派
よ
り
や
や
遅
れ

て
作
成
さ
れ
た
霊
宝
経
、
そ
し
て
、
洞
真
（
上
清
）・
洞
玄
（
霊
宝
）・
洞
神

（
三
皇
）
の
三
洞
を
総
括
し
て
後
世
に
続
く
道
教
の
枠
組
み
を
整
え
、
道
教

興
隆
の
基
礎
を
築
い
た
陸
修
静
（
四
○
六
〜
四
七
七
）
の
事
跡
と
著
述
を
主

な
対
象
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

上
清
派
道
教
の
形
成
と
『
荘
子
』

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
上
清
派
道
教
の
形
成
期
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
受
容
に

つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

東
晋
王
朝
の
成
立
か
ら
数
十
年
経
っ
た
四
世
紀
後
半
に
、
江
南
の
地
に
お

い
て
、
道
教
の
新
し
い
動
き
が
起
こ
る
。
東
晋
の
興
寧
・
太
和
年
間
（
三
六

三
〜
三
七
一
）
に
、
茅
山
に
あ
る
許
謐
（
三
〇
五
〜
三
七
六
）
の
山
館
で
行

わ
れ
た
神
降
ろ
し
に
始
ま
る
上
清
派
道
教
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
、
霊
媒

の
楊
羲
（
三
三
〇
〜
三
八
六
？
）
の
も
と
に
降
臨
し
た
真
人
た
ち
が
、
楊
羲

と
許
謐
・
許
翽
（
三
四
一
〜
三
七
〇
）
父
子
に
授
け
た
と
さ
れ
る
経
典
と
お

告
げ
の
言
葉
を
、
の
ち
に
梁
の
陶
弘
景
（
四
五
六
〜
五
三
六
）
が
収
集
整
理

し
て
、「
運
題
象
第
一
」「
甄
命
授
第
二
」「
協
昌
期
第
三
」「
稽
神
枢
第
四
」

「
闡
幽
微
第
五
」
の
五
篇
に
編
集
し
、
そ
れ
に
、
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
父
子

の
手
紙
や
夢
の
記
録
な
ど
を
収
め
た
「
握
真
輔
第
六
」、
お
よ
び
、
陶
弘
景

自
身
の
手
に
な
る
「
真
誥
叙
録
」「
真
経
始
末
」「
真
冑
世
譜
」
の
文
を
収
め

た
「
翼
真
検
第
七
」
の
二
篇
を
あ
わ
せ
て
合
計
七
篇
と
し
た
書
物
が
『
真

誥
』
で
あ
る
（
道
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
で
は
二
十
巻
に
編
成
さ
れ
て
い
る
）。

『
真
誥
』
は
上
清
派
道
教
の
形
成
期
の
状
況
を
知
る
た
め
の
最
も
重
要
な
資

料
で
あ
る
の
で
、
本
章
で
は
、『
真
誥
』
の
中
に
『
荘
子
』
が
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

　
『
真
誥
』
の
中
で
『
荘
子
』
の
思
想
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、

真
人
に
関
す
る
記
述
の
部
分
で
あ
る
。
真
人
と
い
う
の
は
、
上
清
派
道
教
が
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構
想
し
た
宗
教
的
世
界
観
で
あ
る
仙
・
人
・
鬼
の
三
部
世
界
）
3
（

観
に
お
い
て
、

仙
の
世
界
の
最
も
上
層
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
真

誥
』
の
冒
頭
「
運
象
篇
第
一
」（
巻
一
、
二
ａ
〜
四
ｂ
）
に
は
、
南
岳
夫
人

魏
華
存
が
弟
子
の
楊
羲
に
示
し
た
と
い
う
真
人
の
名
の
一
覧
│
│
男
性
の
真

人
二
十
三
名
、
女
性
の
真
人
（
女
真
）
十
五
名
│
│
が
見
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
真
人
と
い
う
語
そ
の
も
の
が
、『
荘
子
』
に
見
え
る
も
の
で

あ
る
。『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
、「
何
を
か
真
人
と
謂
う
。
古
の
真
人
は

…
…
」
に
始
ま
る
一
連
の
文
章
が
あ
り
、
真
人
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
る

か
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
真
人
と
は
、
運
命
を
あ
る
が
ま
ま

に
受
け
入
れ
、「
生
を
説
ぶ
」
こ
と
も
「
死
を
悪
む
」
こ
と
も
せ
ず
、「
其
の

心
は
忘
れ
、
其
の
容
は
寂し
ず

か
に
」「
自
ら
其
の
適た
の

し
み
を
適
し
み
と
」
す
る

精
神
の
自
由
を
得
た
超
越
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
真
誥
』
に
出
て
く

る
真
人
た
ち
の
性
格
は
、
こ
の
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
の
定
義
を
ふ
ま
え
て
い

る
。

　
『
真
誥
』
で
は
、
真
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し

を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
真
人
み
ず
か
ら
が
五
言
詩
の
形
式
で
語
っ
て

い
る
。
時
に
は
人
間
世
界
と
も
往
来
し
な
が
ら
、
風
と
光
に
乗
っ
て
天
空
の

果
て
か
ら
果
て
ま
で
自
在
に
移
動
す
る
真
人
の
姿
は
、『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇

の
大
鵬
の
飛
翔
に
も
似
て
い
る
。
俗
世
を
超
越
し
た
精
神
の
解
放
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
飛
翔
と
い
う
点
で
、『
真
誥
』
の
真
人
は
、
ま
ず
『
荘
子
』
の

逍
遥
遊
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

真
人
た
ち
が
五
言
詩
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
、
や
や
哲
学
的
な
議
論
を
し

て
い
る
場
面
も
あ
る
。『
真
誥
』
巻
三
「
運
象
篇
第
三
」（
二
ｂ
〜
五
ａ
）
に

見
え
る
真
人
た
ち
の
詩
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇

や
斉
物
論
篇
に
出
て
く
る
「
有
待
」「
無
待
」
と
い
う
語
彙
・
概
）
4
（

念
を
用
い

て
、
真
人
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
有
待
」「
無
待
」
に
関
す
る
五
言
詩
の
応
酬
に
つ
い
て
は
、
前

稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
の
）
5
（

で
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
略
を
簡
単
に

記
す
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
真
人
の
ひ
と
り
の
右
英
夫
人
が
、
茅
山
の
山
館
に
や
っ
て
来
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
我
は
有
待
の
来
を
為
す
（
有
待
の
立
場
で
や
っ
て
来
た
）、

故
に
乃
ち
滄
浪
を
越
ゆ
」
と
歌
っ
た
の
に
対
し
、
紫
微
夫
人
は
、「
有
待
は

徘
徊
し
て
眄
す
る
も
（
有
待
の
者
は
徘
徊
し
て
あ
ち
こ
ち
見
る
が
）、
無
待

は
故
よ
り
当
に
浄
ら
か
な
る
べ
し
（
無
待
の
者
は
も
と
も
と
清
ら
か
で
あ

る
）」
と
歌
う
。『
荘
子
』
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
有
待
」
と
は
依
存
す
る
対

象
が
あ
る
こ
と
、「
無
待
」
と
は
何
者
に
も
依
存
し
な
い
こ
と
を
い
う
。「
有

待
」
よ
り
も
「
無
待
」
の
方
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
す
る
紫
微
夫
人
の
言
葉

は
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

　

そ
の
あ
と
、
桐
柏
真
人
、
清
霊
真
人
、
中
候
夫
人
、
昭
霊
李
夫
人
、
九
華

安
妃
、
太
虚
南
嶽
真
人
、
方
諸
青
童
君
、
南
極
紫
元
夫
人
ら
に
よ
る
五
言
詩

の
応
酬
が
続
く
。
そ
の
内
容
は
、「
無
待
」
を
高
く
評
価
す
る
方
に
傾
き
な

が
ら
も
、
議
論
の
重
点
は
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
対
立
を
超
え
た
斉
同

の
哲
学
を
説
く
こ
と
に
移
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
中
候
夫
人
は
、「
無
待

は
有
待
に
愈
る
も
、
相
い
遇
え
ば
故
よ
り
和
す
る
を
得
」
と
言
っ
て
、「
有
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待
」
と
「
無
待
」
の
調
和
を
説
き
、
太
虚
南
岳
真
人
は
「
太
无
の
中
に
無
待

に
し
て
、
太
有
の
際
に
有
待
な
り
。
大
小　

同
じ
く
一
波
に
し
て
、
遠
近　

斉
し
く
一
会
す
」
と
言
っ
て
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
対
立
を
超
え
、
大

小
・
遠
近
の
相
違
も
無
き
も
の
と
な
る
万
物
斉
同
の
高
い
境
地
が
あ
る
こ
と

を
説
く
。
同
じ
こ
と
を
、
方
諸
青
童
君
は
、「
長
短
は
少
多
無
く
、
大
椿
も

須
臾
に
終
わ
る
。
奚
ぞ
天
順
に
委
ね
て
、
神
を
縦
に
し
て
空
同
に
任
せ
ざ
る

や
」
と
、『
荘
子
』
に
見
え
る
「
大
椿
」
と
い
う
語
や
『
荘
子
』
の
思
想
に

も
と
づ
く
「
天
順
」
と
い
う
）
6
（

語
を
用
い
て
表
現
し
、
対
立
を
止
揚
し
た
と
こ

ろ
に
あ
る
、
万
物
の
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
に
随
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
真
人
た
ち
に
よ
る
五
言
詩
の
応
酬
は
、「
有
待
」
と
「
無

待
」
と
い
う
『
荘
子
』
に
出
て
く
る
語
彙
・
概
念
を
用
い
て
、
真
人
の
境
地

を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
詩
の
応
酬
の
結
果
、
真

人
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
最
終
的
に
説
か
れ
て
い
る
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
的
対

立
を
超
え
た
万
物
斉
同
の
立
場
と
い
う
の
も
、『
荘
子
』
の
思
想
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
る
。「
有
」
と
「
無
」
の
一
方
に
執
わ
れ
ず
に
、「
斉
物
」
の
立

場
で
「
運
に
委
ね
る
」
と
い
う
あ
り
方
を
尊
ぶ
こ
と
は
、
別
の
箇
所
で
も
、

中
候
夫
人
の
詩
と
し
て
、「
坦
夷
に
し
て
天
真
を
観
、
累
を
去
り
て
衆
情
を

縦
い
ま
ま
に
す
。
寂
を
体
す
れ
ば
機
駟
を
廃
し
、
有
を
崇
べ
ば
則
ち
生
を
攝

む
。
焉
ん
ぞ
斉
物
の
子
の
、
運
に
委
ね
て
経
る
所
に
任
ず
る
を
得
ん
や
」

（『
真
誥
』
巻
四
、
八
ａ
）
と
見
え
る
。

　

前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
無
待
」
の
優
位
性
を
認
め
つ
つ
も
、「
有

待
」
と
「
無
待
」
の
対
立
を
超
え
た
斉
同
の
思
想
の
方
に
重
点
を
置
く
考
え

方
は
、
郭
象
の
『
荘
子
』
注
と
共
通
し
て
い
）
7
（

る
。
こ
れ
ら
の
五
言
詩
は
、
文

学
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
遊
仙
詩
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
思
想

史
の
上
で
は
、
郭
象
の
『
荘
子
』
注
を
含
め
た
魏
晋
玄
学
の
思
想
の
流
れ
を

承
け
て
出
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
五
言
詩
が
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ

う
に
、『
真
誥
』
で
は
、
霊
媒
の
楊
羲
の
も
と
に
降
臨
し
た
真
人
た
ち
が
告

げ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
作
者
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
際

に
は
、
楊
羲
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。『
真
誥
』
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
重
要
な
女
性

の
真
人
、
南
岳
夫
人
魏
華
存
（
二
五
三
〜
三
三
四
）
は
、
も
と
も
と
実
在
の

人
物
で
、『
晋
書
』
巻
四
一
に
伝
が
あ
る
魏
舒
（
二
〇
九
〜
二
九
○
）
の
娘

で
あ
り
、
南
陽
の
劉
文
に
嫁
し
た
と
い
う
。
魏
華
存
に
は
二
人
の
息
子
が
い

た
が
、
楊
羲
は
長
男
の
劉
璞
か
ら
、
永
和
六
年
（
三
五
〇
）
に
霊
宝
五
符
を

授
か
っ
た
こ
と
が
、『
真
誥
』
に
見
え
る
（『
真
誥
』
巻
二
〇
、
一
二
ａ
）。

ま
た
、『
世
説
新
語
』
の
注
に
よ
れ
ば
、
魏
華
存
の
次
男
、
劉
遐
の
子
の
劉

暢
は
、
王
羲
之
の
娘
を
娶
っ
た
と
い
）
8
（

う
。
王
羲
之
は
、『
真
誥
』
に
お
い

て
、
真
人
が
語
っ
た
言
葉
の
中
に
も
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
興
寧
年
間
の

茅
山
の
衆
真
降
臨
に
相
前
後
し
て
、
魏
華
存
を
は
じ
め
、『
真
誥
』
に
登
場

す
る
真
人
た
ち
の
伝
記
が
「
内
伝
」
と
い
う
名
で
い
く
つ
か
著
さ
れ
て
い

る
。「
内
伝
」
の
内
容
は
、
文
学
的
な
ふ
く
ら
み
を
持
つ
物
語
性
豊
か
な
も

の
で
あ
り
、
そ
の
文
体
は
、
修
辞
的
な
美
文
調
の
部
分
を
含
ん
で
い
）
9
（

る
。
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『
真
誥
』
の
五
言
詩
は
、
お
そ
ら
く
、「
内
伝
」
の
作
者
た
ち
と
も
密
接
に
つ

な
が
り
、
王
羲
之
の
よ
う
な
東
晋
の
貴
族
文
化
を
代
表
す
る
人
た
ち
と
も
つ

な
が
り
を
持
つ
場
所
に
い
た
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

　

と
も
か
く
、『
真
誥
』
に
お
い
て
は
、
上
清
派
独
特
の
宗
教
的
世
界
観
で

あ
る
仙
・
人
・
鬼
の
三
部
世
界
の
中
で
、
最
も
上
位
を
占
め
る
真
人
と
い
う

存
在
の
あ
り
方
が
、『
荘
子
』
の
逍
遥
遊
の
思
想
と
万
物
斉
同
の
哲
学
を
用

い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
四
世
紀
後
半
、『
荘
子
』
は
上
清
派
道
教
の
中

に
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
入
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
真
人
に
な
る
た
め
の
修
道
の
方
法
と
し
て
説
か
れ
る
事
柄

に
も
、『
荘
子
』
の
思
想
が
関
連
し
て
い
る
。『
真
誥
』
に
お
い
て
は
、
真
人

に
な
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
存
思
の
道
術
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
存
思
と

は
、
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
月
星
の
神
々
や
体
内
神
な
ど
の

神
的
存
在
と
交
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
真
誥
』
に
よ
れ
ば
、
存
思
の
道
術

を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
、
心
を
専
一
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
説
か
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
）
10
（

る
。『
真
誥
』
に

は
、
許
謐
が
書
写
し
た
と
い
う
経
典
の
断
片
の
文
字
と
し
て
、「
仙
者
心

学
」（
巻
一
八
、
五
ａ
）
と
い
う
四
字
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
実
修
の
際
の

心
の
あ
り
方
を
問
題
に
す
る
『
真
誥
』
な
い
し
は
上
清
派
の
立
場
を
よ
く
表

し
て
い
る
。
存
思
の
道
術
の
一
つ
で
あ
る
「
五
星
を
歩
む
の
法
」
に
つ
い
て

の
説
明
の
中
で
、「
苟
く
も
能
く
心
に
内
鏡
を
研
く
者
は
、
是
れ
感　

神
に

発
す
と
為
す
」（『
真
誥
』
巻
九
、
二
ａ
）
と
あ
る
の
も
、
そ
の
一
例
で

あ
）
11
（

る
。

　
『
真
誥
』
で
は
、
さ
ら
に
、
存
思
の
道
術
を
行
う
時
だ
け
で
は
な
く
、
平

常
か
ら
、
雑
念
を
払
い
心
を
虚
に
し
て
「
真
」
な
る
「
道
」
に
臨
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。「
毎つ
ね

に
懐
を
空
し
く
し
て
以
て
真
に
向
か

い
、
誠
を
単つ
く

し
て
以
て
道
に
汎
ぶ
」（『
真
誥
』
巻
四
、
三
ａ
）
こ
と
や
、

「
夷
真
内
に
練
る
」（『
真
誥
』
巻
六
、
一
三
ｂ
）
こ
と
が
、
真
人
へ
の
道
の

要
諦
と
し
て
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
を
空

虚
の
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
神
」
と
交
感
し
、「
道
」
に
近
づ
く
と

い
う
考
え
方
は
、『
荘
子
』
の
「
心
斎
」「
坐
忘
」
の
思
想
と
共
通
す
）
12
（
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
真
誥
』
に
お
い
て
は
、
真
人
の
あ
り
方
を
説

明
す
る
表
現
や
、
真
人
に
な
る
た
め
の
修
道
に
つ
い
て
考
え
方
の
中
に
、

『
荘
子
』
の
逍
遥
遊
の
思
想
と
万
物
斉
同
の
哲
学
、
お
よ
び
、「
心
斎
」「
坐

忘
」
の
思
想
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
真
誥
』
に
お
い
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
荘
子
』
の
著
者
、
荘

周
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
荘
子
は
長
桑
公
子
を
師
と

し
、
其
の
微
言
を
授
か
る
。
之
を
荘
子
と
謂
う
。
抱
犢
山
に
隠
れ
、
北
育
火

丹
を
服
し
、
白
日
升
天
し
、
上
の
か
た
太
極
闈
編
郎
に
補
せ
ら
る
」（『
真

誥
』
巻
一
四
、
一
四
ｂ
）
と
い
う
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
は
、

陶
弘
景
が
、「
長
桑
は
即
ち
是
れ
扁
鵲
の
師
、
事
は
魏
伝
及
び
史
記
に
見

ゆ
。
世
人
、
苟
も
荘
生
の
此
の
如
き
を
知
ら
ば
、
其
の
書
は
弥
い
よ
重
ん
ず

可
き
に
足
る
」
と
い
う
注
を
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
荘
周
は
、
扁
鵲
の
師
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と
し
て
『
史
記
』
巻
一
○
五
「
扁
鵲
伝
」
に
名
が
見
え
る
長
桑
君
に
師
事
し

て
微
言
を
授
か
り
、
そ
れ
が
『
荘
子
』
と
い
う
書
物
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の

後
、
荘
周
は
山
中
に
隠
れ
、
丹
薬
を
服
用
し
て
白
日
昇
天
し
、
仙
界
で
太
極

闈
編
郎
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
荘
周
が
昇
仙
し

て
仙
界
の
役
人
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
出
て
く
る
の
は
、『
真

誥
』
に
お
い
て
、
過
去
の
著
名
な
人
々
や
、
茅
山
の
神
降
ろ
し
の
当
事
者
と

同
時
代
の
人
た
ち
が
今
、
仙
界
や
鬼
の
世
界
で
ど
の
よ
う
な
地
位
に
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
、
多
く
の
仙
官
や
鬼
官
の
こ
と
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
）
13
（

る
。
荘
周
の
こ
と
も
、
そ
れ
ら
の
中
の
一

人
と
し
て
出
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
陶
弘
景
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
で
、
荘
周
が
こ
の
よ
う
に
仙

官
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、『
荘
子
』
の
書
は
ま
す
ま
す
重
視
す
る
に

値
す
る
と
注
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
陶
弘
景
は
『
荘
子
』
と
い
う
書
物

を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
陶
弘
景
の
『
真
誥
』
編

纂
方
針
に
も
表
れ
て
い
る
。
陶
弘
景
は
、『
真
誥
』
を
七
つ
の
篇
に
編
纂
し

た
理
由
を
説
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

仰
ぎ
尋
ぬ
る
に
、
道
経
の
上
清
上
品
、
事
は
高
真
の
業
を
極
め
、
仏
経

の
妙
法
蓮
華
、
理
は
一
乗
の
致
に
会
し
、
仙
書
の
荘
子
内
篇
、
義
は
玄

任
の
境
を
窮
む
。
此
の
三
道
は
以
て
万
象
を
包
括
し
、
幽
明
を
体
具
す

る
に
足
る
。
而
し
て
並
び
に
各
々
七
巻
な
る
は
、
当
に
是
れ
璇
璣
七

政
、
以
て
八
方
を
斉
う
が
故
な
り
。
隠
居
の
製
す
る
所
の
登
真
隠
訣
も

亦
た
七
貫
と
為
す
。
今
、
此
の
真
誥
を
述
ぶ
る
も
、
復
た
七
目
を
成

す
。
五
七
の
数
、
物
の
理
備
わ
る
。（『
真
誥
』
巻
一
九
、
一
）
14
（

ｂ
）

　

こ
こ
で
陶
弘
景
は
、『
荘
子
』
内
篇
を
、
道
教
の
上
清
経
、
仏
教
の
法
華

経
と
並
ぶ
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
、
自
分
が
『
登
真
隠
訣
』
と
同
様
に
、

『
真
誥
』
を
七
篇
に
ま
と
め
た
の
は
、
そ
れ
ら
に
倣
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
荘
子
』
内
篇
を
、「
玄
任
の
境
を
窮
」
め
た
も
の
、

す
な
わ
ち
、
玄
な
る
仙
界
に
身
を
置
く
者
の
境
地
を
究
め
た
も
の
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
陶
弘
景
の
こ
の
よ
う
な
『
荘
子
』
評
価
は
、『
真
誥
』
の
中
で

真
人
の
世
界
が
『
荘
子
』
の
文
章
と
思
想
を
ふ
ま
え
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

と
呼
応
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二　

霊
宝
経
と
『
荘
子
』

　

次
に
、
霊
宝
経
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
見
て
い
こ

う
。

　

霊
宝
経
と
総
称
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
成
立
年
代
を
異
に
す
る
多
重
的
な

層
か
ら
成
り
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
）
15
（

る
。
本
稿
で
は
、
敦
煌
写
本
の
宋

文
明
「
通
門
論
」（
ペ
リ
オ
二
八
六
一
の
二
、
お
よ
び
、
同
二
二
五
六
）
の

初
め
の
方
に
見
え
る
陸
修
静
の
「
霊
宝
経
目
」
に
名
前
が
見
え
る
経
典
を
考

察
の
対
象
と
す
る
。

　
「
霊
宝
経
目
」
で
は
、
霊
宝
経
を
「
元
始
旧
経
」
と
「
新
経
」
の
二
つ
に

大
き
く
分
け
て
経
典
名
と
巻
数
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
経
典

が
、
現
在
の
道
蔵
本
の
ど
れ
に
相
当
す
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
典
は
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い
つ
頃
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
）
16
（

て
、
ま

だ
明
ら
か
で
は
な
い
点
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
真

誥
』
巻
一
九
「
真
経
始
末
」（
一
一
ｂ
）
の
「
葛
巣
甫
、
霊
宝
を
造
構
し
、

風
教
大
い
に
行
わ
る
」
と
い
う
記
述
、
お
よ
び
、『
道
教
義
枢
』
巻
二
の

「
従
孫
（
葛
洪
の
従
孫
）
巣
甫
に
至
り
て
、
晋
の
隆
安
（
三
九
七
〜
四
○

一
）
の
末
を
以
て
、
道
士
仁
延
慶
・
徐
霊
期
の
徒
に
伝
う
。
世
に
相
い
伝

え
、
今
に
於
い
て
絶
え
ず
」
と
い
う
記
述
に
し
た
が
っ
て
、
葛
巣
甫
お
よ

び
、
そ
の
流
れ
を
引
く
人
々
に
よ
っ
て
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。
霊
宝
経
は
、
当
時
広
く
中
国
社
会
に
浸
透

し
て
き
た
仏
教
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
輪
廻
転

生
・
因
果
応
報
思
想
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
の
教
理
・
思
想
が
多
く
吸
収
さ

れ
、
そ
の
文
体
も
漢
訳
仏
典
に
よ
く
似
て
い
）
17
（
る
。

　

霊
宝
経
の
う
ち
、『
荘
子
』
の
受
容
が
最
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、『
太

極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』（
道
蔵
第
二
九
五
冊
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
陸
修
静
の
「
霊
宝
経
目
」
の
中
で
、「
新
経
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
太
極
真
人
敷
霊
宝
文
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
下
一
巻
」
に
相
当

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
霊
宝
経
目
」
で
は
、「
新
経
」
の
こ
と
を

「
葛
仙
公
の
受
く
る
所
の
教
戒
訣
要
、
及
び
行
業
を
説
く
の
新
経
」
と
説
明

し
て
お
り
、
葛
仙
公
（
葛
玄
。
葛
洪
の
従
祖
）
が
太
極
真
人
か
ら
授
け
ら
れ

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
に
は
、「
太
極
真
人
曰
く
」
と

し
て
二
十
一
条
の
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
霊
宝
斎
法
の
具

体
的
な
手
順
や
心
構
え
、
斎
を
行
う
こ
と
の
功
徳
、
道
を
得
よ
う
と
す
る
者

が
学
ぶ
べ
き
重
要
な
道
経
、
あ
る
い
は
、
仙
道
を
学
ぶ
目
的
と
そ
の
要
諦
な

ど
で
、
こ
れ
ら
の
事
柄
が
短
く
札
記
風
に
書
か
れ
て
お
り
、
所
々
に
「
左
仙

公
曰
く
」
と
し
て
注
記
が
入
っ
て
い
る
。
左
仙
公
と
い
う
の
は
、
葛
仙
公
の

こ
と
で
、
葛
玄
は
仙
界
に
お
い
て
太
極
真
人
の
左
仙
公
の
位
に
就
い
た
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

そ
の
二
十
一
条
の
中
の
一
つ
に
、
荘
周
が
登
場
す
る
文
が
あ
る
。
そ
れ
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

太
極
真
人
曰
く
、
荘
周
は
太
上
南
華
仙
人
な
り
。
其
の
前
世
に
道
を

学
ぶ
の
時
、
願
言
す
ら
く
、「
我　

道
を
得
て
仙
を
成
し
、
才
智
洞
達

す
れ
ば
、
当
に
世
に
出
で
て
世
人
中
に
化
し
、
道
徳
経
五
千
文
を
敷
演

し
て
、
道
意
を
宣
暢
す
べ
し
」
と
。
恵
子
は
是
れ
其
の
弟
子
な
り
。
爾

の
時
、
亦
た
言
う
、「
先
生　

若
し
道
を
得
て
、
能
く
出
処
自
在
な
ら

ば
、
弟
子　

願
わ
く
ば
侍
従
し
て
、
微
言
を
唱
讃
し
、
玄
旨
を
通
達

し
、
道
源
を
洞
観
し
て
、
以
て
世
羅
を
解
か
ん
。
俗
人
の
華
競
の
心
を

検
し
、
之
を
導
く
に
自
然
法
門
を
以
て
せ
ん
。
故
よ
り
玄
の
又
玄
、
衆

妙
の
門
な
り
」
と
。
後
、
並
び
に
願
う
所
を
得
て
、
書
を
著
し
て
皆　

道
意
に
通
ず
。

　
　
　

世
人　

今
に
お
い
て
是
れ
仙
真
上
人
な
る
を
知
ら
ざ
る
は
、
荘
子
の

造
る
所
、
多
く
寓
言
な
る
を
以
て
な
り
。
大
鵬
・
大
椿
・
冥
霊
は
、
皆

実
録
の
語
な
り
、
虚
し
く
発
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
大
処
は
則
ち

此
の
大
物
を
生
ず
。
今
、
閬
苑
・
崑
崙
・
蓬
莱
・
北
海
中
は
、
悉
く
是
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の
神
物
有
る
な
り
。
小
処
は
則
ち
小
物
を
生
ず
。
若
し
皆
眼
に
見
ゆ
る

を
有
と
為
し
、
見
え
ざ
る
を
無
と
為
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
天
下
の
無
と

す
る
所
多
か
ら
）
18
（

ん
。

　

こ
こ
で
、
引
用
の
前
半
で
は
、
荘
周
が
前
世
に
お
い
て
、
得
道
の
後
は

『
老
子
道
徳
経
』
に
よ
っ
て
人
々
を
教
化
し
よ
う
と
い
う
誓
願
を
立
て
、
弟

子
の
恵
子
も
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
誓
い
、
そ
の
願
い
ど
お
り
に
な
っ
た
と
い

う
話
が
出
て
き
て
い
る
。
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
霊
宝
経

に
お
い
て
は
、
元
始
天
尊
や
天
真
皇
人
な
ど
の
主
要
な
神
格
に
つ
い
て
、
仏

教
の
本
生
譚
に
倣
っ
て
前
世
物
語
が
作
ら
れ
て
い
）
19
（

る
。
仙
界
に
お
い
て
太
極

左
仙
公
の
位
に
就
い
た
と
さ
れ
る
葛
仙
公
の
前
世
物
語
も
、「
新
経
」
の
一

つ
で
あ
る
『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』（
道
蔵
第
七
五
八
冊
）

に
、
長
文
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
）
20
（
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
の
中
に
荘
周
の
前
世
物
語
が
出

て
き
て
い
る
の
は
、
荘
周
を
神
聖
視
し
よ
う
と
す
る
表
れ
で
あ
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
引
用
の
冒
頭
で
、
荘
周
を
「
太
上
南
華
仙
人
」
と
称
し
て
い

る
の
も
、
同
じ
く
荘
周
の
神
聖
視
の
表
れ
で
あ
る
。
荘
周
を
「
南
華
仙
人
」

と
称
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
子
部
道
家
類
に
、「
南
華
論

二
十
五
巻
。
梁
曠
撰
、
本
三
十
巻
」「
南
華
論
音
三
巻
」
な
る
も
の
が
著
録

さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
で
は
「
南
華
仙
人
荘
子
論
三

十
巻
、
梁
曠
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
梁
曠
は
北
周
の
人
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
頃
に
は
、『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
で
出
て
き
た
南
華

仙
人
と
い
う
名
称
が
『
荘
子
』
の
注
釈
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
）
21
（

る
。

　

右
の
引
用
の
後
半
で
は
、
荘
子
が
す
ぐ
れ
た
仙
人
・
真
人
で
あ
る
こ
と
を

今
の
人
々
が
知
ら
な
い
の
は
、『
荘
子
』
の
書
物
に
寓
言
が
多
い
か
ら
で
あ

る
と
し
、
そ
の
よ
う
に
寓
言
を
虚
構
と
見
な
し
て
非
難
す
る
の
は
正
し
く
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
寓
言
が
虚
構
で
は
な
く
「
実
録
」
で
あ
る
こ

と
の
理
由
を
説
明
し
て
、
人
間
の
目
に
は
見
え
な
く
て
も
実
在
し
て
い
る
物

が
あ
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
の
し
か
た
は
、『
真
誥
』

で
陶
弘
景
が
仙
・
人
・
鬼
の
三
部
世
界
の
存
在
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
き

の
、「
正
だ
是
れ
隠
顕
小
小
の
隔
た
り
の
み
」
と
言
っ
て
い
る
説
）
22
（

明
と
よ
く

似
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
に
お
い
て

は
、
荘
周
が
登
場
し
、
太
上
南
華
仙
人
の
称
号
が
付
与
さ
れ
神
聖
視
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
こ
の
経
典
に
お
い
て
は
、『
荘
子
』
に
出

典
を
持
つ
語
彙
・
思
想
概
念
が
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
出
て
く

る
。『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
に
見
え
る
『
荘
子
』
に
由

来
す
る
語
彙
・
思
想
概
念
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
真
人
」
と
い
う
概

念
と
、「
兼
忘
」
と
い
う
語
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
真
人
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
で
は
、
霊
宝
経
と
並
ん
で
老

子
道
徳
経
と
上
清
経
（
大
洞
真
経
三
十
九
章
）
が
最
重
要
の
経
典
と
し
て
高

い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
）
23
（

る
。
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
文
の
中
に
、「
真

人
」
と
そ
の
世
界
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
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太
極
真
人
曰
く
、
霊
宝
経
は
衆
経
の
宗
に
し
て
、
以
て
言
宣
し
難
し
。

五
千
文
は
、
衆
経
に
微
妙
に
し
て
、
大
帰　

義
一
な
り
。
洞
真
三
十
九

篇
は
、
三
十
九
真
人　

之
を
説
く
者
に
し
て
、
蓋
し
無
生
の
文
な
り
。

此
の
真
人　

之
を
伝
出
す
る
の
み
。
其
の
人
は
道
徳
真
気
、
自
然
に
混

化
し
て
真
人
と
成
り
、
老
子
の
儔
な
ら
ん
。
無
窮
の
劫
を
経
歴
し
て
、

道
を
学
ぶ
の
人
に
非
ざ
る
な
り
。
世
人
、
宿
恩
至
り
、
功
徳
満
足
し
、

洞
真
経
を
得
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
能
く
此
の
義
を
知
る
莫
し
。
道
う
所

の
者
は
、
皆
是
れ
無
上
三
天
の
自
然
宮
室
、
万
物
山
川
な
り
。
其
の
山

川
万
物
は
、
名
は
世
上
と
同
じ
き
者
有
る
も
、
世
の
山
川
万
物
に
非
ざ

る
な
り
。
皆
、
自
然
の
物
に
し
て
、
聞
く
可
く
し
て
弁
じ
難
し
。
洞
真

玉
清
経
は
、
略
ぼ
其
の
義
を
解
す
る
も
、
覼
縷
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
豈

に
思
議
す
可
け
ん
）
24
（
や
。

こ
こ
で
太
極
真
人
は
、
上
清
経
の
大
洞
真
経
三
十
九
章
を
説
い
た
（
伝
出
し

た
）
三
十
九
真
人
の
こ
と
を
、「
道
徳
真
気
、
自
然
に
混
化
し
て
真
人
と

成
」
っ
た
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
十
九
真
人
は
、
道

を
学
び
、
そ
の
結
果
と
し
て
真
人
に
至
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
因
果
の
法
則
を
超
越
し
て
「
自
然
」
に
真
人
に
な
っ
た
存
在
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
洞
真
経
三
十
九
章
に
出
て
く
る
山
川
万
物
は

「
自
然
の
物
」
で
あ
り
、
そ
の
名
は
地
上
の
物
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
実
際

は
地
上
の
物
と
は
異
な
る
こ
と
を
語
り
、
洞
真
経
は
ま
こ
と
に
人
間
の
思
考

を
絶
し
た
不
可
思
議
な
も
の
で
あ
る
と
感
嘆
し
て
い
）
25
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
三

十
九
真
人
の
説
明
と
し
て
、
真
人
と
い
う
存
在
と
、
真
人
に
よ
っ
て
説
か
れ

た
山
川
万
物
が
、
因
果
の
法
則
を
超
越
し
た
「
自
然
」
な
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
い
る
こ
と
は
、『
荘
子
』
の
「
真
人
」
の
観
念
に
由
来
し
、
の
ち
に
元

始
天
尊
を
め
ぐ
る
仏
教
・
道
教
論
争
の
中
で
か
わ
さ
れ
る
「
自
然
」
と
「
因

縁
」
の
議
）
26
（

論
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎

戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
は
霊
宝
経
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
右
の
引
用
で
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
上
清
経

4

4

4

の
大
洞
真
経
三
十
九
章
を
説
い
た
真
人
の
こ
と
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
葛
仙
公
が
登
場
す
る
霊
宝
経
は
、
霊
宝
経
の
み
な

ら
ず
、
老
子
道
徳
経
と
上
清
経
も
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、『
太
極
真
人
敷

霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、『
荘
子
』
の
真

人
の
観
念
に
つ
な
が
る
も
の
が
、
上
清
経
の
真
人
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
、
こ
の
こ
と
は
、
真
人
と
い
う
観
念
が
上
清
経
に
特
有
の
も
の
、
も

し
く
は
、
上
清
経
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

次
に
、「
兼
忘
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。「
兼
忘
」
と
い
う

語
は
、『
荘
子
』
天
運
篇
に
、「
親
を
し
て
我
を
忘
れ
し
む
る
は
易
く
、
天
下

を
兼
ね
忘
る
る
は
難
し
。
天
下
を
兼
ね
忘
る
る
は
易
く
、
天
下
を
し
て
我
を

兼
ね
忘
れ
し
む
る
は
難
し
」
と
出
て
く
る
。
ま
た
、『
荘
子
』
に
は
、「
兼

忘
」
と
似
た
意
味
の
言
葉
と
し
て
、「
両
忘
（
両ふ
た

つ
な
が
ら
忘
る
）」
と
い
う

語
も
出
て
く
る
。『
荘
子
』
大
宗
師
篇
の
、「
泉
涸
れ
、
魚　

相
与
に
陸
に
処

る
。
相
呴
す
る
に
湿
を
以
て
し
、
相
濡
ら
す
に
沫
を
以
て
す
る
は
、
江
湖
に

相
忘
る
に
如
か
ず
。
其
の
堯
を
誉
め
て
桀
を
非
ら
ん
よ
り
は
、
両
つ
な
が
ら
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忘
れ
て
其
の
道
に
化
す
る
に
如
か
ず
」
と
い
う
文
が
そ
れ
で
あ
）
27
（

る
。「
兼

忘
」
も
し
く
は
「
両
忘
」
と
い
う
語
は
、
物
我
の
意
識
や
相
対
的
な
価
値
判

断
を
す
べ
て
忘
却
し
、
よ
り
高
度
な
、
至
大
の
世
界
の
中
に
自
己
を
解
放
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。『
荘
子
』
の
中
に
お
い
て
、
こ
れ
は
万
物
斉
同

の
哲
学
に
つ
な
が
る
き
わ
め
て
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
の
中
で
、「
兼
忘
」
と
い
う
語

は
、
次
の
よ
う
な
文
脈
で
出
て
く
る
。

　
　

仙
道
を
学
び
長
生
久
視
し
、
無
期
の
年
劫
を
享
け
、
宗
廟
を
安
ん
じ
、

門
族
を
興
し
、
七
世
父
母
の
苦
厄
を
度
し
、
天
堂
に
昇
り
、
後
世
に
賢

明
な
る
子
孫
を
出
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
当
に
霊
宝
真
文
を
受
け
て
、
是

の
斎
を
行
う
べ
し
。
自
ら
此
の
大
福
を
得
。
大
福
は
人
を
度
す
る
を
先

と
為
す
。
所
以
に
人
を
先
に
し
て
己
を
後
に
し
、
倚
伏
兼
忘
し
、
其
の

忘
る
る
所
を
忘
れ
、
志
は
玄
と
同
）
28
（

ず
。

　

こ
の
文
で
は
、
霊
宝
斎
を
行
う
目
的
と
、
そ
の
要
諦
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
霊
宝
斎
を
行
う
目
的
と
し
て
、
長
生
久
視
、
宗
廟
・
門
族
の
安
泰
と
興

隆
、
子
孫
繁
栄
な
ど
、
き
わ
め
て
現
世
的
な
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
七

世
父
母
の
済
度
と
い
う
祖
先
供
養
の
要
素
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ

に
は
、
霊
宝
斎
の
思
想
的
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
霊
宝
斎
に

よ
っ
て
大
福
を
得
る
た
め
の
要
諦
は
、「
人
を
度
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
他
者
救
済
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
他
者
救
済
と
い
う
大
乗
思
想
は
霊

宝
経
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
仏
教
か
ら
の
影
響
が
強
く
う
か
が
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
「
人
を
度
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
て
「
所
以
に
」

以
下
に
述
べ
ら
れ
た
文
は
、『
老
子
』
と
『
荘
子
』
を
ふ
ま
え
た
表
現
が
な

さ
れ
て
い
る
。「
人
を
先
に
し
て
己
を
後
に
し
」
は
、『
老
子
』
の
「
是
を
以

て
聖
人
は
、
其
の
身
を
後
に
し
て
身
先
ん
じ
、
其
の
身
を
外
に
し
て
身
存

す
」（
第
七
章
）
や
「
敢
え
て
天
下
の
先
と
為
ら
ず
」（
第
六
十
七
章
）
と
い

う
文
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、「
倚
伏
」
と
い
う
語
は
、『
老

子
』
五
十
八
章
の
「
禍
は
福
の
倚
る
所
、
福
は
禍
の
伏
す
所
」
を
ふ
ま
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
倚
」
と
「
伏
」（
禍
と
福
）
の
両
方
を
忘
却
し
、

さ
ら
に
、
忘
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
も
忘
れ
て
、
心
は
玄
（
道
）
と
同
化
す

る
と
い
う
記
述
は
、
上
に
述
べ
た
『
荘
子
』
の
「
兼
忘
」
の
思
想
を
ふ
ま
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
の
中

に
『
荘
子
』
の
「
兼
忘
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、「
兼
忘
」
が
霊
宝
斎
を

行
う
場
合
の
要
諦
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
兼
忘
」
と
い
う
語
は
、
こ
の
『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威

儀
諸
経
要
訣
』
以
外
の
霊
宝
経
に
も
見
え
る
。『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
本
願

大
戒
上
品
経
』（
道
蔵
第
一
七
七
冊
）
が
そ
れ
で
、
こ
の
経
典
は
、
陸
修
静

の
「
霊
宝
経
目
」
で
は
、『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
の
次

に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
本
願
大
戒
上
品
経
』
に
は
、
願
を
立
て
戒
を
守
る

こ
と
に
つ
い
て
、
太
極
真
人
が
葛
仙
公
に
対
し
て
述
べ
た
言
葉
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
経
典
に
は
、
三
箇
所
で
「
兼
忘
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る

が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
葛
仙
公
の
「
人
生
宿
世
因
縁
本
行
の

由
」
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
太
極
真
人
が
答
え
た
次
の
よ
う
な
言
葉
で
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あ
る
。

　
　
　

夫
れ
道
は
無
な
り
。
彌
絡
す
る
こ
と
窮
ま
り
無
き
も
、
子　

之
を
尋

ね
ん
と
欲
す
れ
ば
、
近
く
我
が
身
に
在
り
て
、
乃
ち
復
た
有
な
り
。
有

に
因
り
て
以
て
無
に
入
り
、
念
を
積
み
て
以
て
妙
を
得
。
万
物
の
芸
芸

た
る
は
、
譬
え
ば
幻
の
ご
と
き
の
み
。
皆
当
に
空
に
帰
す
べ
し
。
人
身

も
亦
た
然
り
、
身
死
す
れ
ば
神
逝
く
こ
と
、
之
を
喩
う
る
こ
と
屋
の
如

し
。
屋
壊
れ
ば
則
ち
人
立
た
ず
、
身
敗
れ
ば
則
ち
神
居
ら
ず
。
当
に
念

を
制
し
て
以
て
志
を
定
め
、
身
を
静
め
て
以
て
神
を
安
ん
じ
、
炁
を
宝

と
し
て
以
て
精
を
存
し
、
思
慮
兼
忘
し
、
冥
想
内
視
す
れ
ば
、
則
ち
身

神
並
一
な
り
。
身
神
並
一
な
れ
ば
、
真
身
為
る
に
近
し
。
此
れ
実
に
宿

世
本
行
に
由
る
。
念
を
積
み
感
を
累
ね
、
功
は
一
切
を
済
い
、
徳
は
万

物
を
廕
い
、
因
縁
輪
転
し
て
、
罪
福
相
対
す
。
生
死
相
滅
し
、
貴
賤
相

使
し
、
賢
愚
相
傾
き
、
貧
富
相
欺
き
、
善
悪
相
顕
わ
れ
、
其
の
苦
無
量

な
る
は
、
皆
、
人
の
行
願
の
得
る
所
な
り
。
道
に
非
ず　

天
に
非
ず
、

地
に
非
ず
人
に
非
ず
、
万
物
の
為
す
所
に
非
ず
、
正
に
心
に
由
る

の
）
29
（

み
。

　

こ
こ
に
は
、「
道
」「
有
」「
無
」「
精
」「
神
」「
気
」「
兼
忘
」
な
ど
、
中

国
古
典
に
由
来
す
る
語
彙
・
思
想
と
、「
宿
世
本
行
」「
空
」「
念
」「
因
縁
輪

転
」「
罪
福
」
な
ど
、
漢
訳
仏
典
に
由
来
す
る
語
彙
・
思
想
の
双
方
が
出
て

き
て
い
て
、
霊
宝
経
に
お
け
る
身
体
観
や
、
悟
り
へ
の
道
筋
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
集
約
的
に
示
さ
れ
て
い
）
30
（

る
。
人
は
普
通
は
死
に
よ
っ
て
「
身
」
か
ら

「
神
」
が
去
り
、「
空
」
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
押
し
と
ど
め

て
、「
身
」
か
ら
「
神
」
が
去
ら
な
い
「
身
神
並
一
」
の
状
態
に
至
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
、「
念
」「
身
」「
気
」
を
制
御
し
て
静
か
に

保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
「
志
」「
神
」「
精
」
を
安
定
さ
せ
て
、「
思
慮
兼
忘

し
、
冥
想
内
視
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
、「
兼
忘
」
と
い
う

語
が
出
て
き
て
い
る
。「
身
神
並
一
」
の
状
態
に
至
る
こ
と
は
、「
真
身
」
と

な
る
に
近
い
と
あ
り
、「
真
身
」
と
な
る
こ
と
が
、
修
道
の
窮
極
の
境
地
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
真
身
」
を
得
る
方
向

に
行
く
か
、
そ
れ
と
も
、
相
対
的
価
値
観
の
中
で
無
量
の
苦
し
み
を
味
い
、

輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
か
は
、「
宿
世
の
本
行
」
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
す

べ
て
は
、
そ
の
人
の
「
心
」
に
由
来
す
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
本
願
大
戒
上
品
経
』
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
二
箇
所

で
「
兼
忘
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
唯
だ
仙
を
学
ぶ
の
道
士

は
、
当
に
因
縁
を
兼
忘
し
、
生
死
を
絶
滅
し
、
同
じ
く
玄
に
帰
し
て
、
以
て

妙
門
に
入
る
べ
し
」（
四
ａ
）、「
罪
福
は
他
に
由
ら
ず
、
諒
に
自
ら
爾
の
身

よ
り
発
す
。
大
賢
は
故
に
口
を
閉
ざ
し
、
諸
の
悪
縁
を
絶
た
ん
と
欲
す
。
念

を
滅
し
兼
忘
に
帰
し
、
倚
伏　

長
泯
を
待
つ
」（
十
六
ａ
）
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
罪
福
は
己
の
身
に
起
因
す
る
と
い
う
因
縁
の
理
を
認
め
た
上

で
、
悪
縁
を
断
ち
切
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、「
念
を
滅
し
」、
因
縁
そ
の
も

の
を
「
兼
忘
」
し
て
、
斉
同
の
玄
妙
な
る
境
地
に
入
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い

る
。

　

以
上
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
本
願
大
戒
上
品
経
』
に
出
て
く
る
「
兼

忘
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
霊
宝
経
の
中
で
、
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「
兼
忘
」
と
い
う
語
が
悟
り
へ
の
道
筋
の
重
要
な
事
柄
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
霊
宝
経
が
作
ら
れ
た
の
と
相
前
後
す
る
時
代
に
お
い

て
、
仏
教
の
方
で
「
兼
忘
」
と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
関

連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
支
遁
（
三
一
四
〜
三
六
六
）
の
「
文

殊
師
利
讃
」（『
広
弘
明
集
』
巻
一
五
）
に
は
、「
類
に
触
れ
て
清
遘
を
興

し
、
目
撃
し
て
兼
忘
に
洞
す
」（
大
正
蔵
第
五
二
巻
、
一
九
七
上
）
と
い

い
、
廬
山
の
慧
遠
（
三
三
四
〜
四
一
六
）
の
「
沙
門
不
敬
王
者
論
」（『
弘
明

集
』
巻
五
）
に
は
、「
夫
れ
沙
門
と
称
す
る
は
何
ぞ
や
。
其
の
能
く
蒙
俗
の

幽
昏
を
発ひ
ら

き
、
化
表
の
玄
路
を
啓ひ
ら

き
、
方
に
将
に
兼
忘
の
道
を
以
て
天
下
と

同
じ
く
往
き
、
高
き
を
希
む
者
を
し
て
其
の
遺
風
を
挹
み
、
流
れ
に
漱
ぐ
者

を
し
て
其
の
余
津
を
味
わ
し
め
ん
と
す
る
を
謂
う
な
り
」（
大
正
蔵
第
五
二

巻
、
三
二
上
）
と
い
っ
て
い
る
。
後
者
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
東
晋
の
仏
教

界
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
慧
遠
が
、
仏
教
の
立
場
を
「
兼
忘
の

道
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
上
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
霊
宝
経
の
作
成
は
、
仏
教
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
行
わ

れ
た
。「
兼
忘
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
言
葉
が
も
と
も
と

『
荘
子
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
霊
宝
経
の

作
者
た
ち
が
「
兼
忘
」
と
い
う
語
を
、
重
要
な
概
念
と
し
て
霊
宝
経
の
中
に

用
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
側
の
潮
流
の
影
響
も
受
け
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

陸
修
静
と
『
荘
子
』

　

こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
上
清
派
道
教
の
興
隆
と
霊
宝
経
の
作
成
の
流
れ
を
承

け
て
、
五
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
道
教
の
諸
流
派
を
統
合
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
の
役
割
を
担
う
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
が
、
陸
修

静
（
四
○
六
〜
四
七
七
）
で
あ
る
。
陸
修
静
の
事
跡
と
著
述
を
見
る
と
、

『
荘
子
』
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
、
陸
修
静
の
事
跡
の
中
か
ら
、『
荘
子
』
と
の
関
わ
り
を
見
て
お
き

た
い
。
陸
修
静
の
事
跡
を
知
る
た
め
の
伝
記
資
料
は
、
陳
国
符
氏
に
よ
っ

て
、
陳
の
馬
枢
『
道
学
伝
』
や
唐
の
李
渤
「
真
系
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
）

そ
の
他
か
ら
輯
集
さ
れ
て
い
）
31
（

る
。

　

陸
修
静
は
若
い
頃
か
ら
各
地
の
名
山
を
め
ぐ
る
な
ど
し
て
隠
逸
の
生
活
を

送
り
、
元
嘉
年
間
に
一
度
、
文
帝
に
召
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
ま
も
な

く
都
を
離
れ
、
廬
山
に
住
ん
だ
。
文
帝
か
ら
孝
武
帝
に
替
わ
っ
た
癸
巳
の
年

（
四
五
三
）
の
冬
、
門
人
を
率
い
て
、
三
元
塗
炭
斎
を
行
っ
た
と
い
う
（
後

述
）。
泰
始
三
年
（
四
六
七
）、
明
帝
に
召
さ
れ
て
上
京
す
る
途
中
、
九
江
王

か
ら
「
道
仏
の
得
失
と
同
異
」
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
陸
修
静
は
、「
仏
に
在

り
て
は
留
秦
と
為
り
、
道
に
在
り
て
は
玉
皇
と
為
る
。
斯
れ
も
亦
た
途
を
殊

に
す
る
も
致
を
一
に
す
る
の
み
」
と
答
え
）
32
（

た
。
都
に
至
る
と
、
陸
修
静
は
、

明
帝
が
尚
書
令
の
袁
粲
ら
に
命
じ
て
設
け
さ
せ
た
宴
席
で
、
玄
言
の
士
・
沙

門
た
ち
と
論
争
を
行
い
、
相
手
を
論
破
し
て
王
公
た
ち
の
賞
賛
を
受
け
た
。

そ
れ
か
ら
十
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
再
び
華
林
園
の
延
賢
館
で
会
が
開
か
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れ
、
そ
の
時
に
は
、
明
帝
み
ず
か
ら
臨
席
し
て
、「
道
」
に
つ
い
て
陸
修
静

に
質
問
し
た
。
さ
ら
に
、
王
公
た
ち
か
ら
、
道
家
が
三
世
の
こ
と
を
説
い
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
陸
修
静
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

　
　

経
に
云
う
、
吾
は
誰
の
子
な
る
や
を
知
ら
ず
、
帝
の
先
に
象に

た
り
と
。

既
に
已
に
先
有
れ
ば
、
居
然
と
し
て
後
有
り
。
既
に
先
後
有
れ
ば
、
居

然
と
し
て
中
有
り
。
荘
子
に
云
う
、
方な
ら

び
生
じ
方
び
死
す
と
。
此
れ
並

び
に
三
世
を
明
ら
か
に
す
。
但
だ
言
約
に
し
て
理
玄
な
り
、
世
は
未
だ

悟
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。

　

こ
こ
で
、
陸
修
静
は
『
老
子
』
第
四
章
と
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
文
を
引

用
し
て
、
仏
教
の
三
世
説
と
同
じ
こ
と
が
、
す
で
に
中
国
で
説
か
れ
て
い
た

と
主
張
し
て
い
る
。
陸
修
静
の
こ
の
答
え
が
全
く
荒
唐
無
稽
な
詭
弁
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
）
33
（
い
。『
老
子
』
第
四
章
の
文
は
、「
道
」
が
「
帝
」

（
天
帝
）
に
先
だ
っ
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ

り
、『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
方
生
方
死
」
と
い
う
文
は
、
生
と
死
は
、
可

と
不
可
、
是
と
非
な
ど
と
同
じ
く
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
三
世
説
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
な
ぜ
、
陸
修
静
は

こ
の
よ
う
な
詭
弁
を
弄
し
て
ま
で
、
三
世
説
が
中
国
思
想
の
中
に
あ
っ
た
こ

と
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
は
、
仏
教
と
の
関
係
の
中
で
、

道
教
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
が
あ
る
。

　

陸
修
静
と
王
公
た
ち
と
の
問
答
が
行
わ
れ
た
泰
始
三
年
と
い
う
の
は
、

ち
ょ
う
ど
道
士
の
顧
歓
（
四
二
〇
〜
四
八
三
）
が
「
夷
夏
論
」
を
著
し
た
と

さ
れ
る
年
で
あ
る
。「
夷
夏
論
」
は
、
仏
教
と
道
教
が
互
い
に
非
難
し
合
っ

て
い
る
の
を
調
停
す
る
と
い
う
名
目
で
著
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
張
の
ポ

イ
ン
ト
は
、「
道
は
則
ち
仏
な
り
、
仏
は
則
ち
道
な
り
。
其
の
聖
は
則
ち
符

し
、
其
の
跡
は
則
ち
反
す
」「
道
は
固
よ
り
符
合
す
。
…
…
俗
は
則
ち
大
い

に
乖
く
」（『
南
斉
書
』
巻
五
四
「
高
逸
伝
」
お
よ
び
『
南
史
』
巻
七
五
「
隠

逸
伝
」
の
顧
歓
伝
）、
す
な
わ
ち
、
仏
教
と
道
教
は
、
そ
の
根
源
的
な
真
理

（「
道
」）
は
同
一
で
あ
る
が
、
教
化
の
具
体
的
な
か
た
ち
（「
跡
」）
は
異

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、「
跡
」
が
異
な
る
の
は
、

「
夷
」（
イ
ン
ド
）
と
「
夏
」（
中
国
）
の
「
俗
」（
風
俗
）
が
異
な
る
こ
と
に

よ
る
と
説
明
し
、
結
局
、
中
国
に
お
い
て
は
、
道
教
こ
そ
が
教
え
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く
、
仏
教
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
顧
歓
が
こ

の
よ
う
な
強
弁
と
も
見
え
る
道
教
擁
護
、
仏
教
排
斥
の
論
を
著
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
吉
川
忠
夫
氏
は
、『
高
僧
伝
』『
続
高
僧
伝
』『
真
誥
』
の
記
事
を

引
用
し
な
が
ら
、
宋
斉
の
頃
に
は
、
仏
教
が
「
巫
祝
信
仰
や
道
教
信
仰
を
圧

倒
し
つ
つ
、
中
国
社
会
に
着
実
に
浸
透
し
」、
仏
教
の
攻
勢
に
対
す
る
道
教

の
劣
勢
は
明
ら
か
で
「
道
仏
両
教
が
競
合
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

道
教
の
犠
牲
の
う
え
に
仏
教
の
発
展
は
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
」
状
況
に
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
攻
勢
を
「
中
国
固
有
文
明
そ
の
も
の
の
破
壊
」
と

意
識
し
た
顧
歓
の
危
機
感
が
「
夷
夏
論
」
を
生
ん
だ
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘

し
て
お
ら
れ
）
34
（

る
。

　

顧
歓
の
「
夷
夏
論
」
は
、
仏
教
側
か
ら
の
反
発
を
招
き
、
し
ば
ら
く
の

間
、
激
し
い
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
謝
鎮
之
・
朱
昭

之
・
朱
広
之
・
慧
通
・
僧
敏
、
お
よ
び
、
明
僧
紹
に
よ
る
反
論
（「
正
二
教
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

論
」）
は
、『
弘
明
集
』
巻
六
・
巻
七
に
収
め
ら
れ
、
袁
粲
に
よ
る
論
駁
の
文

は
、『
南
斉
書
』
と
『
南
史
』
の
顧
歓
伝
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
夷
夏
論
」

を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
、
陸
修
静
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
っ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
吉
川
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
顧
歓
の
危
機
感
は
、
そ
の
ま

ま
陸
修
静
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
上

に
述
べ
た
九
江
王
と
の
問
答
に
お
い
て
、
陸
修
静
は
道
教
と
仏
教
は
「
殊
途

一
致
」
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
や
、
仏
教
を
「
留
）
35
（

秦
」、
道
教
を

「
玉
皇
」
と
表
現
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
か
ら
、
道
仏
二
教
の
関
係
に
つ
い

て
の
陸
修
静
の
考
え
方
は
、
基
本
的
に
顧
歓
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
陸
修
静
は
明
帝
へ
の
回
答
の
中
で
、『
老
子
』
と
『
荘
子
』
を
並

ん
で
挙
げ
て
い
る
が
、「
夷
夏
論
」
に
も
、「
国
師
道
士
は
、
老
荘
に
過
ぐ
る

無
し
」
と
、
老
荘
を
併
称
し
て
い
る
文
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
も
共
通

し
て
い
）
36
（

る
。
陸
修
静
と
顧
歓
は
、
思
想
的
に
き
わ
め
て
近
い
と
こ
ろ
に
い
た

と
見
ら
れ
）
37
（

る
。
し
か
も
、
陸
修
静
の
場
合
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
霊
宝
経
を

中
核
と
し
て
道
教
を
統
合
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

霊
宝
経
は
、
仏
教
の
三
世
輪
廻
・
因
果
応
報
の
思
想
を
吸
収
し
て
、
教
理
の

中
心
に
据
え
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
陸
修
静
が
明
帝
の
質
問
に
対
し
て
、

詭
弁
を
弄
し
て
ま
で
も
、
三
世
説
が
中
国
思
想
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
主
張

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。

　

明
帝
と
の
問
答
の
あ
と
、
陸
修
静
は
朝
廷
で
厚
遇
さ
れ
、
明
帝
が
陸
修
静

の
た
め
に
北
郊
の
天
印
山
に
建
て
た
崇
虚
館
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
泰
始
七

年
（
四
七
一
）
四
月
、
明
帝
不
豫
の
際
に
は
、
崇
虚
館
で
人
々
を
率
い
て
三

元
露
斎
を
行
い
、
国
の
た
め
に
祈
祷
し
た
。
そ
の
時
、
館
の
堂
前
に
黄
気
が

現
れ
て
宝
蓋
の
状
を
な
す
符
瑞
が
出
現
し
、
陸
修
静
は
こ
の
こ
と
を
上
聞
し

た
と
い
う
（『
宋
書
』
符
瑞
志
下
に
見
え
）
38
（

る
）。
こ
れ
と
同
じ
年
に
、
陸
修
静

は
明
帝
の
勅
を
受
け
て
、「
三
洞
経
書
目
録
」
を
撰
述
し
て
い
る
（『
笑
道

論
』
に
見
え
）
39
（

る
）。
元
徽
五
年
（
四
七
七
）
三
月
、
陸
修
静
七
十
二
才
で
都

に
お
い
て
死
去
。
詔
に
よ
っ
て
、
廬
山
の
故
居
は
簡
寂
観
と
名
づ
け
ら
れ

た
。

　

以
上
が
、
陸
修
静
の
事
跡
の
概
略
で
あ
る
。
隠
逸
者
と
し
て
の
前
半
生
を

経
て
、
宋
の
明
帝
の
時
代
に
は
、
天
子
か
ら
の
厚
い
信
任
を
背
景
に
し
て
、

道
教
界
の
重
鎮
の
地
位
に
至
っ
た
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
陸
修
静
が

最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
仏
教
に
比

べ
て
劣
勢
で
あ
っ
た
道
教
の
勢
力
強
化
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
道
教
を

統
合
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

道
教
の
統
合
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
元
の
張
天
雨
が
、
陸
修

静
の
こ
と
を
「
三
洞
を
総
括
し
、
世
の
宗
師
と
為
る
」（『
玄
品
録
』
巻
三
）

と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
洞
真
（
上
清
）・
洞
玄
（
霊
宝
）・
洞
神
（
三
皇
）

の
三
洞
を
総
括
統
合
す
る
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
た
。
陸
修
静
は
元
嘉
一
四

年
（
四
三
七
）
に
著
し
た
「
霊
宝
経
目
序
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
）
の
中

で
、
自
ら
を
「
三
洞
弟
子
陸
修
静
」
と
称
し
、
三
洞
の
経
典
全
体
を
総
括
統

合
す
る
立
場
を
と
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
泰

始
七
年
（
四
七
一
）
に
は
、
明
帝
の
勅
を
受
け
て
「
三
洞
経
書
目
録
」
を
撰
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述
し
た
。

　

三
洞
の
う
ち
、
陸
修
静
と
洞
神
（
三
皇
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
伝
授

の
系
譜
の
中
で
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
（『
道
教
義
枢
』
巻
二
「
三
洞
義
」）

だ
け
で
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
実
質
的
に
重
要
な
の
は
、
洞

真
（
上
清
）
と
洞
玄
（
霊
宝
）
で
あ
る
。

　

陸
修
静
と
洞
真
（
上
清
）
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、『
真

誥
』
翼
真
検
第
七
の
「
真
経
始
末
」
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
晋
中
期
に

茅
山
に
お
い
て
真
人
た
ち
か
ら
霊
媒
楊
羲
に
授
け
ら
れ
た
経
典
（
上
清
経
）

と
お
告
げ
の
言
葉
の
記
録
文
書
（「
三
君
手
書
」）
が
、
百
余
年
の
間
に
ど
の

よ
う
な
軌
跡
を
た
ど
っ
た
か
を
記
し
て
い
る
中
に
、「
陸
修
静
南
下
し
、
崇

虚
館
を
立
つ
。
又
、
取
り
て
館
に
在
り
。
陸
亡
じ
、
随
い
て
廬
山
に
還
る
」

（『
真
誥
』
巻
一
九
、
一
五
ａ
）
と
い
う
短
い
記
事
が
見
え
る
。
陸
修
静
が
都

に
出
て
、
崇
虚
館
に
住
ん
で
い
た
時
、
上
清
経
は
殳
季
真
と
い
う
人
物
の
手

元
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
陸
修
静
が
都
の
崇
虚
館
に
取
り
寄
せ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
陸
修
静
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
そ
の
遺
骸
と
と
も
に
廬
山

に
還
っ
た
こ
と
を
、『
真
誥
』
の
こ
の
記
事
は
示
し
て
い
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
陸
修
静
が
早
く
か
ら
身
近
に
接
し
、
精
通
し
て
い
た

道
経
は
、
上
清
経
で
は
な
く
霊
宝
経
で
あ
る
。
し
か
し
、
陸
修
静
は
上
清
経

に
対
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て

い
）
40
（

た
。
そ
し
て
、
陸
修
静
が
道
教
統
合
の
枠
組
み
と
し
た
三
洞
の
中
で
洞
真

（
上
清
）
は
最
初
の
位
置
に
置
か
れ
、
ま
た
、
こ
れ
も
後
述
す
る
よ
う
に
、

斎
の
分
類
に
お
い
て
も
、
陸
修
静
は
「
洞
真
上
清
の
斎
」
と
い
う
も
の
に
対

し
て
、
別
格
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。
陸
修
静
は
、
陶
弘
景
か
ら
は
『
真

誥
』
の
中
で
厳
し
い
評
価
を
下
さ
れ
て
い
）
41
（

る
が
、
陸
修
静
自
身
と
し
て
は
、

「
三
君
手
書
」
や
そ
の
思
想
の
流
れ
に
つ
な
が
る
も
の
に
対
し
て
、
大
き
な

注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
洞
の
う
ち
、
陸
修
静
が
最
も
深
く
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
、
洞
玄
（
霊

宝
）
で
あ
る
。
陸
修
静
が
三
十
二
歳
の
時
に
書
い
た
「
霊
宝
経
目
序
」
は
、

「
元
嘉
十
四
年
某
月
日
、
三
洞
弟
子
陸
修
静
、
敬
ん
で
諸
道
流
に
示
す
」
と

い
う
言
葉
で
始
ま
り
、
霊
宝
経
の
開
劫
度
人
説
の
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、

今
、
霊
宝
経
が
世
に
興
隆
す
べ
き
時
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
頃ち
か
ご
ろ者

以

来
、
経
文
紛
互
し
、
似
非
相
乱
る
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、「
遂
に
精
粗
糅

雑
し
、
真
偽
混
行
せ
し
む
」
と
い
う
事
態
に
至
っ
て
い
る
の
を
憂
え
、
霊
宝

経
に
対
し
て
整
理
の
手
を
加
え
、「
旧
目
已
出
、
并
び
に
、
仙
公
の
授
事
す

る
所
の
注
解
を
條
」
し
て
、
霊
宝
経
の
目
録
を
作
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
世
に
出
始
め
た
（
つ
ま
り
、
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
）
霊
宝
経
に
対
し

て
、
陸
修
静
が
早
く
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

現
在
、
道
蔵
に
収
め
る
陸
修
静
の
著
述
（
後
人
に
よ
る
節
録
も
含
む
）
と

し
て
は
、「
霊
宝
経
目
序
」
の
ほ
か
に
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
衆
簡
文
』（
道
蔵

第
一
九
一
冊
）、『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』（
道
蔵
第
一
○
○
四
冊
）、『
太
上
洞

玄
霊
宝
授
度
儀
』（
道
蔵
第
二
九
四
冊
）、『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝

願
儀
』（
道
蔵
第
二
九
三
冊
）、『
古
法
宿
啓
建
斎
儀
』（『
無
上
黄
籙
大
斎
立

成
儀
』
巻
一
六
、
道
蔵
第
二
八
一
冊
）、
お
よ
び
、『
陸
先
生
道
門
科
略
』

（
道
蔵
第
七
六
一
冊
）
が
あ
）
42
（

る
。
最
後
の
『
陸
先
生
道
門
科
略
』
は
、
当
時
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の
天
師
道
教
団
の
規
律
が
乱
れ
て
い
る
点
を
列
挙
し
、
教
団
組
織
を
立
て
直

す
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
書
か
れ
た
の

は
、
陸
修
静
が
、
仏
教
に
対
抗
し
う
る
道
教
を
作
り
上
げ
よ
う
と
企
図
し
た

と
き
、
民
間
に
基
盤
を
置
く
教
団
組
織
と
し
て
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
持
つ

天
師
道
が
あ
り
、
天
師
道
の
あ
り
方
を
改
革
し
教
団
組
織
と
し
て
の
基
礎
を

固
め
る
こ
と
が
、
現
実
問
題
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。『
陸
先
生
道
門
科
略
』
以
外
の
、
現
存
す
る
陸
修
静
の
著
述
は
、
い

ず
れ
も
霊
宝
経
や
霊
宝
斎
な
ど
の
儀
礼
に
関
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
陸

修
静
の
活
動
の
中
心
が
、
霊
宝
経
を
整
理
し
、
霊
宝
斎
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
理
と
儀
礼
の
両
面
で
道
教
を
新
し
く
立
て
直
す
こ
と
に
あ
っ
た

こ
と
が
、
そ
の
著
述
を
通
し
て
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　

陸
修
静
の
著
述
の
中
で
、『
荘
子
』
と
直
接
的
な
関
わ
り
が
あ
る
も
の

は
、『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
と
『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
で

あ
る
。

　
『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
は
、「
爝
光
斎
外
説
」「
法
燭

叙
」「
授
上
品
十
戒
選
署
禁
罰
」
の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
斎
の
意
義

や
、
斎
の
理
論
な
ど
が
説
か
れ
て
い
）
43
（

る
。
そ
の
「
爝
光
斎
外
説
」
の
冒
頭

に
、『
荘
子
』
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
　

爝
光
と
は
、
猶
お
荘
子
の
謂
う
所
の
爝
火
の
ご
と
き
も
の
な
り
。
光
の

微
な
る
者
と
為
す
。
原
ぬ
る
に
夫
れ
斎
法
は
至
精
な
る
も
、
行
う
者
は

常
に
粗
に
し
て
、
実
に
五
濁
の
垢
障
、
深
く
蒙
い
て
啓
き
難
し
。
曲
穴

に
処
り
て
、
太
陽
の
照
ら
す
所
に
非
ざ
る
が
如
く
、
幽
闇
よ
り
延
引
す

る
は
、
宜
し
く
燈
燭
の
明
を
以
て
す
べ
し
。
今
、
爝
光
を
以
て
す
る

は
、
斯
れ
の
謂
な
）
44
（

り
。

　

こ
こ
で
陸
修
静
は
、
斎
の
役
割
は
、
人
々
を
暗
闇
か
ら
引
き
出
す
松
明
の

光
で
あ
り
、『
荘
子
』
の
「
爝
火
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。『
荘
子
』
の
「
爝
火
」
は
、
逍
遥
遊
篇
に
見
え
る
も
の
で
、
堯
が
天
下

を
許
由
に
譲
ろ
う
と
し
て
、「
日
月　

出
づ
る
に
、
爝
火　

息
ま
ざ
る
は
、

其
の
光
に
お
け
る
や
、
亦
た
難
か
ら
ず
や
」
と
語
っ
た
と
い
う
話
を
指
し
て

い
）
45
（

る
。
堯
が
、
許
由
の
大
き
な
德
を
太
陽
や
月
に
喩
え
、
自
分
の
小
さ
な
德

を
「
爝
火
」
に
喩
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
荘
子
』
本
文
の
趣
旨
は
、

太
陽
や
月
の
よ
う
な
大
き
な
光
が
輝
い
て
い
る
と
き
に
は
、「
爝
火
」
は
無

用
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
陸
修
静
は
敢
え
て
、
そ
の
「
爝
火
」
と
い
う

微
か
な
光
（「
光
の
微
な
る
者
」）
を
斎
に
喩
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

陸
修
静
が
斎
を
『
荘
子
』
の
「
爝
火
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
っ
た
意
図

を
推
測
し
て
み
る
に
、
斎
と
い
う
も
の
は
、
太
陽
や
月
に
喩
え
ら
れ
る
よ
う

な
圧
倒
的
な
力
を
持
っ
て
す
べ
て
の
存
在
を
照
ら
し
出
す
光
源
で
は
な
く
、

松
明
の
光
の
よ
う
に
小
さ
な
光
で
は
あ
る
が
、
暗
闇
の
中
で
ひ
と
り
ひ
と
り

の
人
間
の
た
め
に
確
実
な
導
き
手
と
な
っ
て
く
れ
る
光
源
で
あ
る
こ
と
を
言

お
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
霊
宝
経
で
は
、
新
た
な
劫
の
始

ま
り
ご
と
に
、
暗
闇
の
中
に
光
明
が
現
れ
、
忽
然
と
出
現
し
た
天
書
と
と
も

に
元
始
天
尊
が
説
法
を
行
う
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
（
開
劫
度
人
説
）

の
で
、
太
陽
や
月
の
光
は
、
元
始
天
尊
の
説
法
の
象
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
斎
は
、「
五
濁
」
に
汚
れ
「
幽
闇
」
の
中
に
い
て
光
を
求
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め
る
人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
（
無
明
の
地
獄
に
墜
ち
た
人
々
を
も
含
め
て
）
に

対
し
て
、
手
元
足
下
を
照
ら
し
出
し
て
歩
む
べ
き
道
を
示
し
て
く
れ
る
松
明

の
光
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
陸
修
静
は
言
お
う
と
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
の
中
に
は
、「
夫
れ
人
の
体
は
聖

真
に
非
ず
し
て
、
身
を
五
濁
に
処
く
。
三
尸
強
盛
に
し
て
、
内
に
攻
賊
を
生

じ
、
九
竅
四
関
、
各
お
の
趣
く
所
有
り
。
施
為
の
向
か
う
と
こ
ろ
、
動
き
て

死
地
に
入
り
、
天
年
を
傷
つ
く
を
致
し
、
命
は
天
寿
を
終
え
ず
、
悪
を
犯
し

て
非
を
為
し
、
罪
を
幽
司
に
結
ぶ
」（
三
ａ
）
と
か
、「
夫
れ
人
の
先
身
、
重

罪
悪
対
有
れ
ば
、
則
ち
廕
蓋
の
裹つ
つ

む
所
と
為
り
、
六
蔽
開
か
ず
、
心
意
曲

狭
、
気
性
逆
戻
に
し
て
、
五
欲
に
迷
著
し
、
其
の
外
を
窺
う
莫
し
」（
四

ｂ
）
な
ど
、
人
間
の
悪
の
面
に
注
意
を
払
っ
た
記
述
が
多
く
見
え
る
。「
聖

人
、
百
姓
の
五
欲
に
奔
競
し
、
自
ら
定
む
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
以
て
の
故
に

斎
法
を
立
つ
」（
六
ａ
）
と
い
う
文
も
あ
る
。
悪
に
陥
り
が
ち
な
普
通
の
人

間
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
地
獄
に
墜
ち
た
死
者
を
も
含
め
て
、
す
べ
て
の

人
々
を
対
象
と
し
て
、「
厄
を
救
い
難
を
抜
き
、
災
病
を
消
滅
し
て
、
死
人

の
憂
苦
を
解
脱
し
、
一
切
の
物
を
度
」（
一
○
ｂ
）
せ
ん
と
す
る
も
の
が
、

斎
で
あ
る
こ
と
を
陸
修
静
は
強
調
し
て
い
る
。
陸
修
静
が
「
爝
火
」
を
斎
に

喩
え
た
こ
と
は
、『
荘
子
』
本
文
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
は
離
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
が
、
暗
闇
の
中
で
惑
う
人
々
の
導
き
の
光
の
譬
喩
と
し
て
は
、
効
果
的

な
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

陸
修
静
の
著
述
の
中
で
、
も
う
一
つ
、『
荘
子
』
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の

は
『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
で
あ
る
。『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
は
、「
五
感
」
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
前
半
部
分
と
、「
衆
斎
法
」
と
名
づ
け
ら
れ
た

後
半
部
分
か
ら
成
る
。
前
半
部
分
は
、
癸
巳
の
年
（
四
五
三
）
の
冬
に
、
陸

修
静
が
門
人
た
ち
を
率
い
て
三
元
塗
炭
斎
を
行
っ
た
と
き
、「
厳
寒　

肌
を

切
す
る
」
中
、
厳
重
な
「
科
禁
」
を
守
り
つ
つ
、
何
日
間
も
続
け
て
行
わ
れ

る
斎
の
厳
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
、
門
人
た
ち
に
懈
怠
の
心
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
と
懼
れ
て
、
斎
を
行
う
者
が
深
く
心
に
留
め
る
べ
き
五
つ
の
事
柄

を
、「
五
感
」
と
し
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。「
五
感
」
と
は
、
父
母
の
重

恩
を
思
う
こ
と
、
我
を
守
る
た
め
に
悪
事
を
犯
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
父
母
の

苦
し
み
を
思
う
こ
と
、
修
道
の
初
心
を
忘
れ
ず
亡
父
母
が
福
堂
に
上
る
こ
と

を
願
う
こ
と
、
こ
の
教
え
を
開
い
た
太
上
衆
尊
大
聖
真
人
の
恩
を
思
う
こ

と
、
我
が
師
の
恩
を
思
う
こ
と
の
五
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
父
母
の
恩
を

思
う
「
孝
」
と
い
う
儒
教
的
観
念
と
、
輪
廻
転
生
を
前
提
と
し
た
死
者
供
養

と
い
う
仏
教
的
観
念
と
が
融
合
し
て
い
る
。
仏
教
を
吸
収
し
つ
つ
、
そ
れ
を

中
国
固
有
の
思
想
と
融
合
さ
せ
た
も
の
を
新
し
い
道
教
の
教
理
・
儀
礼
と

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仏
教
に
対
抗
し
う
る
道
教
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た

陸
修
静
の
立
場
が
、
こ
こ
の
文
か
ら
も
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。

　

後
半
部
分
の
「
衆
斎
法
」
で
は
、「
斎
に
は
各
々
法
有
り
、
凡
そ
十
二

法
」（
五
ａ
）
と
言
い
、
第
一
に
「
洞
真
上
清
の
斎
」
二
法
（
絶
群
離
偶
・

孤
影
夷
豁
）、
第
二
に
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
九
法
（
金
籙
斎
・
黄
籙
斎
・
明

真
斎
・
三
元
斎
・
八
節
斎
・
自
然
斎
・
洞
神
三
皇
の
斎
・
太
一
の
斎
・
指
教

の
斎
）、
お
よ
び
、「
又
曰
く
」
と
し
て
「
三
元
塗
炭
の
斎
」、
以
上
の
合
計
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十
二
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
十
二
の
法
の
中
で
、
も
っ
と
も
詳
細
で

具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
最
後
の
「
三
元
塗
炭
の
斎
」
で
あ

る
。
つ
い
で
、
第
二
の
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
の
九
つ
の
法
に
つ
い
て
も
、
記

述
の
し
か
た
に
繁
簡
の
差
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
斎
の
目
的
と
具
体
的
な

手
順
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
の
「
洞
真
上
清
の

斎
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
性
に
乏
し
く
わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
こ
の

「
洞
真
上
清
の
斎
」
が
『
荘
子
』
と
関
わ
り
が
あ
る
。
本
文
と
原
注
か
ら
な

る
が
、
本
文
の
箇
所
の
み
挙
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

其
の
一
の
法
；
群
を
絶
ち
偶
を
離
る
。
無
為
を
業
と
為
す
。
胃
を
寂
に

し
、
申
を
虚
し
く
す
。
神
を
眠
ら
し
、
炁
を
静
か
に
す
。
形
を
遺わ
す

れ
体

を
忘
れ
、
無
に
し
て
道
と
合
す
。

其
の
二
の
法
；
影
を
孤
に
し
て
豁
を
夷
に
）
46
（
す
。

　

非
常
に
短
い
文
で
あ
る
が
、
本
文
に
付
さ
れ
た
原
注
も
参
考
に
す
れ
ば
、

一
番
目
の
法
は
、
要
す
る
に
、
朋
友
や
妻
子
と
の
交
わ
り
を
絶
ち
、
た
だ
一

人
で
い
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
、
無
為
を
事
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
食

事
を
攝
ら
ず
、「
神
」
を
眠
ら
せ
、「
気
」
を
静
め
、「
形
体
」（
身
体
）
を
忘

却
し
、「
無
」
に
な
っ
て
「
道
」
と
合
一
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
番

目
の
法
も
、
一
番
目
の
法
と
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
無
為

を
業
と
為
す
」
と
あ
る
の
は
、
次
の
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
が
「
有
為
を
以
て

宗
と
為
す
」（
五
ｂ
）
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
い
る
。「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
九
つ
の
法
が
、
壇
や
門
、
香
火
な
ど
を
用
意
し
、
複
数
の

人
数
で
、
一
定
の
日
数
の
間
、
決
め
ら
れ
た
手
順
ど
お
り
に
行
わ
れ
る
と
い

う
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
「
洞
真
上
清
の
斎
」
は
、
た

だ
ひ
と
り
で
自
己
の
内
面
と
向
き
合
っ
て
行
わ
れ
る
精
神
的
な
も
の
で
あ

る
。

　
「
洞
真
上
清
の
斎
」
は
、
そ
の
説
明
か
ら
見
て
、『
荘
子
』
の
「
心
斎
」

「
坐
忘
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
こ
こ
に
は
、「
心

斎
」「
坐
忘
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
出
て
き
て
い
な
い
。
そ
れ
が
出
て
く

る
の
は
、
唐
の
孟
安
排
が
、
隋
末
頃
成
立
の
『
玄
門
大
義
』
に
基
づ
い
て
編

纂
し
た
『
道
教
義
枢
』
で
あ
）
47
（

る
。『
道
教
義
枢
』
巻
二
「
十
二
部
義
」
に
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

其
の
斎
の
功
徳
を
論
ず
る
に
、
凡
そ
二
種
有
り
。
一
は
極
道
、
二
は
済

度
な
り
。
極
道
と
は
、
洞
神
経
に
云
う
、
心
斎
坐
忘
し
、
道
を
極
む
る

に
至
る
と
。
本
際
経
に
云
う
、
心
斎
坐
忘
し
、
空
を
遊
び
飛
歩
す
と
。

済
度
と
は
、
経
に
依
れ
ば
三
籙
七
品
有
り
。
三
籙
と
は
、
一
は
金
籙

斎
。
上
は
天
災
を
消
し
、
帝
王
を
保
鎮
す
。
二
は
玉
籙
斎
。
人
民
を
救

度
し
、
福
を
請
い
過
を
謝
す
。
三
は
黄
籙
斎
。
下
の
か
た
地
獄
九
玄
の

苦
よ
り
抜
く
。
七
品
と
は
、
一
は
三
皇
斎
。
仙
を
求
め
国
を
保
つ
。
二

は
自
然
斎
。
真
を
修
め
道
を
学
ぶ
。
三
は
上
清
斎
。
虚
に
昇
り
妙
に
入

る
。
四
は
指
教
斎
。
災
を
禳
い
疾
を
救
う
。
五
は
塗
炭
斎
。
過
を
悔
い

命
を
請
う
。
六
は
明
真
斎
。
九
幽
の
魂
を
抜
く
。
七
は
三
元
斎
。
三
官

の
罪
を
謝
）
48
（

す
。

　

こ
こ
で
は
、
斎
の
功
徳
を
「
極
道
（
道
を
極
め
る
）」
と
「
済
度
」
の
二

つ
に
分
け
、「
極
道
」
の
説
明
と
し
て
、『
洞
神
経
』
と
『
本
際
経
』
を
挙
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げ
、
そ
の
中
に
「
心
斎
坐
忘
」
と
い
う
語
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
『
道
教

義
枢
』
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
、
法
琳
『
辯
正
論
』
に
も
見
え
）
49
（

る
。『
道

教
義
枢
』
と
『
辯
正
論
』
に
言
う
「
済
度
」
の
斎
は
、
そ
の
名
称
に
若
干
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
陸
修
静
『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
の
「
洞
玄
霊
宝
の

斎
」
と
「
三
元
塗
炭
の
斎
」
を
あ
わ
せ
た
も
の
に
相
当
し
、「
極
道
」
の
斎

は
、『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
の
「
洞
真
上
清
の
斎
」
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
の
「
洞
真
上
清
の
斎
」
に
相
当
す
る

も
の
が
、『
道
教
義
枢
』
と
『
辯
正
論
』
で
は
「
心
斎
坐
忘
」
と
い
う
語
を

用
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
説
明
と
し
て
出
て
き
て
い
る

「
空
を
遊
び
飛
歩
す
」
と
い
う
表
現
は
、
ま
さ
に
、『
真
誥
』
に
見
え
る
真
人

た
ち
の
さ
ま
、
あ
る
い
は
、
存
思
の
道
術
を
行
う
者
た
ち
が
思
い
描
く
天
上

世
界
の
さ
ま
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
「
心
斎
坐

忘
」
の
斎
が
、
上
清
派
道
教
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
に
は
「
心
斎
」「
坐
忘
」
と
い
う
語
は
出
て
き
て

い
な
い
が
、
陸
修
静
の
意
識
と
し
て
は
、「
洞
真
上
清
の
斎
」
と
『
荘
子
』

の
「
心
斎
」「
坐
忘
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
た
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
洞
真
上
清
の
斎
」（「
極
道
」
の
斎
）
と
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」（「
三
元
塗

炭
の
斎
」
を
含
め
る
。「
済
度
」
の
斎
）
の
違
い
に
つ
い
て
は
、『
辯
正
論
』

の
、「
坐
忘
の
一
道
は
、
独
り
生
死
の
源
を
超
え
、
済
度
の
十
斎
は
、
同
じ

く
哀
憂
の
本
を
離
る
」
と
い
う
文
が
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。「
心
斎
坐
忘
」

で
表
現
さ
れ
る
「
洞
真
上
清
の
斎
」
は
、
た
だ
ひ
と
り
で
道
を
修
め
、
生
死

を
も
超
越
す
る
高
い
精
神
的
境
地
を
め
ざ
す
個
人
的
・
内
面
的
な
性
格
の
強

い
も
の
で
あ
り
、
一
方
、「
済
度
」
を
主
眼
と
す
る
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」

は
、
す
べ
て
の
人
々
が
共
に
悲
哀
憂
苦
を
離
れ
幸
福
に
近
づ
く
こ
と
を
願
っ

て
行
わ
れ
る
集
団
的
・
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
麥
谷
邦
夫
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
六
朝
か
ら
唐

初
に
か
け
て
の
諸
文
献
を
見
る
と
、
斎
の
種
類
や
名
称
に
つ
い
て
、
必
ず
し

も
統
一
的
に
整
理
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
業
報

因
縁
経
』
巻
四
（
七
ｂ
）
持
斎
品
や
、『
雲
笈
七
籤
』
巻
三
七
に
引
く
『
道

門
大
論
』
な
ど
に
は
、
少
し
異
な
っ
た
説
明
が
見
ら
れ
）
50
（

る
。
右
に
挙
げ
た

『
道
教
義
枢
』
と
『
辯
正
論
』
の
文
に
お
い
て
も
、「
済
度
」
の
「
七
品
」
の

一
つ
と
し
て
「
上
清
斎
」
と
い
う
名
称
が
挙
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
「
極

道
」
の
「
心
斎
坐
忘
」
の
斎
と
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
、
こ
こ
だ
け

で
は
わ
か
り
に
く
い
（
後
文
参
照
）。

　

し
か
し
、
大
き
な
傾
向
と
し
て
は
、
六
朝
末
か
ら
唐
初
の
頃
に
は
、
道
教

の
斎
を
「
洞
真
上
清
の
斎
」
と
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
に
大
別
す
る
こ
と
が
行

わ
れ
、「
洞
真
上
清
の
斎
」
は
、『
荘
子
』
の
「
心
斎
坐
忘
」
の
よ
う
な
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
斎
の
分
類
の
構
想

は
、
陸
修
静
の
『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
に
ま
で
遡
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
陸

修
静
の
活
動
の
中
心
は
、
霊
宝
経
を
整
理
し
、
霊
宝
斎
を
整
備
す
る
こ
と
に

あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
仏
教
の
攻
勢
に
対
抗
し
う
る
道
教
を
作
り
上
げ
る

こ
と
を
企
図
し
た
。
斎
に
つ
い
て
言
え
ば
、
陸
修
静
が
、
衆
生
済
度
の
大
乗

思
想
を
基
盤
に
置
く
霊
宝
斎
に
力
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
、
上
述
の
『
洞

玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
の
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
し
、
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『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
に
お
い
て
も
、
自
ら
門
人
た
ち
を
統
率
し
て
行
っ
た

三
元
塗
炭
斎
の
ほ
か
に
、「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
の
九
つ
の
法
に
つ
い
て
、
か

な
り
具
体
的
に
（
実
際
に
は
構
想
段
階
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
）
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
の
前
に
、

い
わ
ば
別
格
扱
い
の
よ
う
な
形
で
「
洞
真
上
清
の
斎
」
を
置
い
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
三
洞
の
構
想
と
も
通
じ
る
、
道
教
統
合
に
当
た
っ
て
の
陸
修
静
の
意

図
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

厳
密
に
言
え
ば
、
霊
宝
経
そ
の
も
の
の
中
に
、
す
で
に
「
洞
真
上
清
の

斎
」
に
通
じ
る
よ
う
な
内
容
の
記
述
が
若
干
見
え
る
。
前
章
に
も
挙
げ
た

『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
の
中
に
、「
斎
の
時
、
皆　

心
は

玄
真
に
注
ぎ
、
永
く
外
想
無
し
。
…
…
上
士
は
道
を
室
内
に
得
。
幽
谷
に
処

る
と
雖
も
、
外
想　

一
毫
も
絶
た
ざ
れ
ば
、
亦
た
徒
労
し
て
力
を
損
す
る
の

み
」（
二
一
ａ
）
と
か
、「
道
士
は
遠
く
人
跡
を
絶
ち
、
静
か
に
名
山
に
棲

み
、
是
の
長
斎
を
修
め
、
独
り
幽
谷
に
処
れ
ば
、
則
ち
復
た
法
師
を
選
ば

ず
、
唯
だ
心
は
口
と
談
ず
。
人
間
に
是
の
斎
を
修
め
れ
ば
、
道
士
は
服
食
五

穀
、
断
ち
て
餌
す
る
所
無
き
の
み
」（
二
一
ｂ
）
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀

諸
経
要
訣
』
が
上
清
経
に
対
し
て
高
い
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
こ
と
、
換
言

す
れ
ば
、
上
清
経
な
い
し
は
上
清
の
思
想
を
も
霊
宝
経
の
中
に
取
り
込
も
う

と
い
う
姿
勢
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
上
述
の
、

『
道
教
義
枢
』
と
『
辯
正
論
』
の
文
に
お
い
て
、「
済
度
」
の
「
七
品
」
の
一

つ
に
「
上
清
斎
」
と
い
う
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ

て
、
霊
宝
経
そ
の
も
の
の
中
に
、
す
で
に
、
上
清
経
な
い
し
は
上
清
の
思
想

を
取
り
込
も
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
て
、「
済
度
」
の
斎
の

一
つ
と
し
て
「
上
清
斎
」
が
挙
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
陸
修
静
は
敢
え
て
、「
洞
玄
霊
宝
の
斎
」
と
は
性
格
の
異
な
る

斎
と
し
て
「
洞
真
上
清
の
斎
」
と
い
う
も
の
を
別
に
立
て
、「
洞
玄
霊
宝
の

斎
」
よ
り
も
前
に
置
い
た
。
こ
れ
は
、
麥
谷
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
仏
教
側
の
塗
炭
斎
攻
撃
に
対
す
る
た
め
に
、『
荘
子
』
の
説
を
借
り
て
、
仏

教
の
坐
禅
、
観
法
に
相
当
す
る
も
の
が
道
教
に
も
存
す
る
こ
と
を
主
張

す
）
51
（

る
」
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
洞
真
上
清
の
斎
」
を
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
立
て
た

こ
と
は
、
洞
真
上
清
・
洞
玄
霊
宝
・
洞
神
三
皇
の
三
洞
の
う
ち
、
洞
真
上
清

を
最
も
上
位
に
置
き
、
三
洞
の
名
の
下
に
道
教
を
総
括
統
合
し
よ
う
と
し
た

陸
修
静
の
考
え
方
の
、
斎
の
面
で
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
唐
の
李

渤
の
「
真
系
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
）
で
は
、
楊
羲
↓
許
翽
↓
許
黄
民
↓
陸

修
静
↓
孫
遊
嶽
↓
陶
弘
景
↓
王
遠
知
↓
潘
師
正
↓
司
馬
承
禎
↓
李
含
光
の
順

に
、
上
清
の
経
籙
が
授
受
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
系
譜
は
、
歴

史
的
事
実
と
は
合
わ
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
こ

の
よ
う
に
陸
修
静
が
上
清
派
の
系
譜
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の

は
、
道
教
の
枠
組
み
を
定
め
た
三
洞
に
つ
い
て
の
、
陸
修
静
の
こ
う
し
た
考

え
方
が
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
陸
修
静
が
三
洞
の
上
位
に

置
い
た
洞
真
上
清
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
真
人
の
世
界
と
い

う
発
想
や
心
斎
坐
忘
の
修
養
法
な
ど
、『
荘
子
』
の
思
想
に
も
と
づ
く
部
分
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が
多
い
。
そ
う
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
陸
修
静
は
『
荘
子
』
の
思
想
を
重
視

し
、
道
教
の
重
要
な
一
部
分
と
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
と
言
え
る
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
六
朝
道
教
の
中
に
『
荘
子
』
が
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、『
真
誥
』
と
霊
宝
経
と
陸
修
静
の
三
者
に

焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た
。
六
朝
道
教
の
中
に
、『
荘
子
』
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
っ
た
過
程
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
六
朝
道
教
の
展
開
の
様

相
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
『
真
誥
』
に
お
い
て
は
、
上
清
派
道
教
の
独
自
の
宗
教
的
世
界
観
で
あ
る

仙
・
人
・
鬼
三
部
世
界
の
中
で
、
最
も
上
位
を
占
め
る
真
人
と
い
う
存
在
の

あ
り
方
が
、『
荘
子
』
の
逍
遥
遊
の
思
想
と
万
物
斉
同
の
哲
学
を
用
い
て
説

明
さ
れ
、
得
道
の
た
め
の
方
法
と
し
て
上
清
派
が
重
視
し
た
存
思
の
道
術
で

は
、『
荘
子
』
の
「
心
斎
」「
坐
忘
」
の
思
想
と
通
じ
る
考
え
方
が
見
ら
れ

る
。
そ
も
そ
も
、『
荘
子
』
の
思
想
は
、
個
人
的
・
天
上
志
向
的
（
超
越

的
）
で
心
の
あ
り
方
を
重
視
す
る
上
清
派
の
思
想
と
は
、
親
近
性
が
あ
る
と

言
え
よ
う
。

　

上
清
派
に
や
や
遅
れ
、
仏
教
思
想
を
多
く
吸
収
し
て
作
ら
れ
た
霊
宝
経
で

は
、「
身
神
並
一
」
の
「
真
身
」
に
至
る
た
め
の
修
道
の
過
程
に
お
い
て
、

『
荘
子
』
の
「
兼
忘
」
と
い
う
語
が
、
重
要
な
意
味
を
付
与
さ
れ
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
仏
教
に
お
い
て
悟
脱
の
境
地
が
「
兼
忘
」

と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
荘
周
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
も
、『
真
誥
』
で
は
昇
仙
し
て
仙
官
と

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
霊
宝
経
で
は
、
仏
教
の
本
生
譚
を
模
し

て
、
荘
周
の
前
世
物
語
が
作
ら
れ
て
い
る
。
集
団
的
・
地
上
的
（
現
世
中
心

的
）
な
性
格
の
強
い
霊
宝
経
の
思
想
は
、『
荘
子
』
の
思
想
と
は
本
来
、
遠

い
よ
う
に
思
え
る
が
、
霊
宝
経
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
受
容
は
、
い
わ
ば
、

中
国
仏
教
（
老
荘
の
語
を
多
く
用
い
て
漢
訳
さ
れ
、
老
荘
思
想
を
介
し
て
解

釈
さ
れ
た
仏
教
）
を
経
由
し
て
の
も
の
と
い
う
面
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
世
紀
に
お
い
て
道
教
の
統
合
を
図
っ
た
陸
修
静
は
、『
荘
子
』
を
積
極

的
に
道
教
の
中
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
仏
教
側
か
ら
の
道
教
批
判
に
答
え

た
言
葉
や
、
霊
宝
斎
に
つ
い
て
の
説
明
の
中
に
、『
荘
子
』
の
語
句
が
、
や

や
強
引
な
解
釈
を
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
は
う
か
が
わ
れ

る
。
陸
修
静
が
道
教
統
合
の
枠
組
み
と
し
た
三
洞
の
考
え
方
は
、『
荘
子
』

の
思
想
に
近
い
も
の
を
多
く
持
つ
洞
真
上
清
を
上
位
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
三
洞
の
う
ち
、
陸
修
静
が
道
教
の
実
質
的
な
中
心
と
し
た
洞
玄
霊
宝

は
す
で
に
、『
荘
子
』
の
思
想
を
尊
重
し
、
荘
周
を
神
聖
化
す
る
考
え
方
が

織
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、『
荘
子
』
は

六
朝
道
教
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

注（
１
） 『
抱
朴
子
』
釈
滞
篇
「
又
五
千
文
雖
出
老
子
、
然
皆
泛
論
較
略
耳
。
其
中
了
不
肯
首

尾
全
挙
其
事
、
有
可
承
按
者
也
。
但
暗
誦
此
経
、
而
不
得
要
道
、
直
為
徒
労
耳
。
又

況
不
及
者
乎
。
至
於
文
子
・
荘
子
・
関
令
尹
喜
之
徒
、
其
属
文
筆
、
雖
祖
述
黄
老
、

憲
章
玄
虚
、
但
演
其
大
旨
、
永
無
至
言
。
或
復
斉
死
生
、
謂
無
異
以
存
活
為
徭
役
、

以
殂
殁
為
休
息
、
其
去
神
仙
、
已
千
億
里
矣
、
豈
足
耽
玩
哉
。
其
寓
言
譬
喩
、
猶
有

可
采
、
以
供
給
砕
用
、
充
御
卒
乏
、
至
使
末
世
利
口
之
奸
佞
、
無
行
之
弊
子
、
得
以

老
荘
為
窟
藪
、
不
亦
惜
乎
」

（
２
） 『
旧
唐
書
』
玄
宗
紀
下
「（
開
元
）
二
十
九
年
春
正
月
丁
丑
、
制
両
京
・
諸
州
各
置
玄

元
皇
帝
廟
并
崇
玄
学
、
置
生
徒
、
令
習
老
子
・
荘
子
・
列
子
・
文
子
、
毎
年
准
明
経

例
考
試
」

 

同
「（
天
宝
元
年
）
二
月
…
…
荘
子
号
為
南
華
真
人
、
文
子
号
為
通
玄
真
人
、
列
子

号
為
沖
虚
真
人
、
庚
桑
子
号
為
洞
虚
真
人
。
其
四
子
所
著
書
、
改
為
真
経
。
崇
玄
学

置
博
士
・
助
教
各
一
人
、
学
生
一
百
人
」

（
３
） 『
真
誥
』
巻
一
六
、
四
ａ
（
陶
弘
景
注
）「
天
地
間
事
理
乃
不
可
限
以
胸
臆
而
尋
之
。

此
幽
顕
中
、
都
是
有
三
部
、
皆
相
関
類
也
。
上
則
仙
、
中
則
人
、
下
則
鬼
。
人
善
者

得
為
仙
、
仙
之
謫
者
更
為
人
。
人
悪
者
更
為
鬼
、
鬼
福
者
復
為
人
。
鬼
法
人
、
人
法

仙
、
循
還
往
来
、
触
類
相
同
。
正
是
隠
顕
小
小
之
隔
耳
」

（
４
） 『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
「
夫
列
子
御
風
而
行
、
冷
然
善
也
。
旬
有
五
日
而
後
反
。
彼
於

致
福
者
、
未
数
数
然
也
。
此
雖
免
乎
行
、
猶
有
所
待
者
也
。
若
夫
乗
天
地
之
正
而
御

六
気
之
弁
、
以
遊
無
窮
者
、
彼
且
悪
乎
待
哉
」

 

同
・
斉
物
論
篇
「
罔
両
問
景
曰
、
曩
子
行
、
今
子
止
。
曩
子
坐
、
今
子
起
。
何
其
無

特
操
与
。
景
曰
、
吾
有
待
而
然
者
邪
。
吾
所
待
又
有
待
而
然
者
邪
。
吾
待
蛇
蚹
蜩
翼

邪
。
悪
識
所
以
然
。
悪
識
所
以
不
然
」

（
５
） 

拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）
第
一
篇
第
一
章
「『
真

誥
』
に
つ
い
て
」
七
六
頁
〜
八
九
頁
参
照
。

（
６
） 『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
「
上
古
有
大
椿
者
、
以
八
千
歳
為
春
、
八
千
歳
為
秋
」。
同
・
知

北
遊
篇
「
生
非
汝
有
、
是
天
地
之
委
和
也
。
性
命
非
汝
有
、
是
天
地
之
委
順
也
」

（
７
） 『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
の
郭
象
注
に
、「
苟
有
待
焉
、
則
雖
列
子
之
軽
妙
、
猶
不
能
以
無

風
而
行
。
故
必
得
其
所
待
、
然
後
逍
遥
耳
。
而
況
大
鵬
乎
。
夫
唯
与
物
冥
而
循
大
変

者
、
為
能
無
待
而
常
通
。
豈
独
自
通
而
已
哉
。
又
順
有
待
者
、
使
不
失
其
所
待
。
所

待
不
失
、
則
同
於
大
通
矣
。
故
有
待
無
待
、
吾
所
不
能
斉
也
。
至
於
各
安
其
性
、
天

機
自
張
、
受
而
不
知
、
則
吾
所
不
能
殊
也
。
夫
無
待
猶
不
足
以
殊
有
待
、
況
有
待
之

巨
細
乎
」
と
あ
る
。
拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
第
一
篇
第
一
章
「『
真
誥
』

に
つ
い
て
」
八
五
頁
〜
八
六
頁
参
照
。

（
８
） 『
世
説
新
語
』
品
藻
篇
注
「
劉
瑾
集
敍
曰
、
瑾
字
仲
璋
、
南
陽
人
。
祖
遐
、
父
暢
、

暢
娶
王
羲
之
女
、
生
瑾
。
瑾
有
才
力
、
歴
尚
書
・
太
常
卿
」。
吉
川
忠
夫
『
書
と
道

教
の
周
辺
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）
六
章
「
南
真
仙
昇
│
│
魏
夫
人
仙
壇
碑

│
│
」
参
照
。
ま
た
、
近
年
、
南
京
象
山
か
ら
出
土
し
た
琅
邪
の
王
氏
一
族
の
墓
誌

の
ひ
と
つ
に
、
劉
璞
の
長
女
、
劉
媚
子
が
王
羲
之
の
い
と
こ
王
建
之
の
妻
で
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
魏
華
存
の
長
男
、
劉
璞
も
王
羲
之
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
堂
薗
淑
子
「
南
嶽
魏
夫
人
の
家
族
と
琅
邪
の
王
氏
│
│
王
建

之
妻
劉
媚
子
墓
誌
を
中
心
に
│
│
」（『
桃
の
会
論
集
』
三
集
、
二
〇
〇
五
年
）
参

照
。

（
９
） 

小
南
一
郎
『
中
国
の
神
話
と
物
語
り
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
第
四
章
「「
漢

武
帝
内
伝
」
の
成
立
」、
拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
第
一
篇
第
三
章
「
上
清

経
の
形
成
と
そ
の
文
体
」
参
照
。

（
10
） 

詳
し
く
は
、
拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
七
○
頁
〜
七
五
頁
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
11
） 

上
清
経
の
一
つ
で
あ
る
『
洞
真
上
清
太
微
帝
君
歩
天
綱
飛
地
紀
金
簡
玉
字
上
経
』

（
道
蔵
第
一
○
二
七
冊
）
に
、「
子
欲
歩
綱
、
澄
心
虚
静
、
不
思
哀
憂
、
不
念
栄
味
。

於
是
廻
行
三
匝
、
登
星
啓
祝
、
使
魂
魄
二
神
倶
過
霊
関
、
豁
然
縦
体
、
奄
忽
自
忘
、

盛
潔
乃
歩
」（
八
ａ
）、「
真
霊
従
太
無
之
鑑
以
察
於
繊
介
之
心
。
可
不
愼
歟
」（
二
八

ｂ
）
な
ど
と
あ
る
の
も
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
12
） 「
心
斎
」「
坐
忘
」
の
語
は
、『
荘
子
』
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。『
荘
子
』
人
間

世
篇
「
顔
回
曰
、
吾
无
以
進
矣
、
敢
問
其
方
。
仲
尼
曰
、
斎
、
吾
将
語
若
。
有
心
而

為
之
、
其
易
邪
。
易
之
者
、
暤
天
不
宜
。
顔
回
曰
、
回
之
家
貧
、
唯
不
飲
酒
不
茹
葷
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六
朝
道
教
と『
荘
子
』（
神
塚
）

者
、
数
月
矣
。
如
此
、
則
可
以
為
斎
乎
。
曰
、
是
祭
祀
之
斎
、
非
心
斎
也
。
回
曰
、

敢
問
心
斎
。
仲
尼
曰
、
若
一
志
、
无
聴
之
以
耳
而
聴
之
以
心
、
无
聴
之
以
心
而
聴
之

以
気
。
聴
止
於
耳
、
心
止
於
符
。
気
也
者
、
虚
而
待
物
者
也
。
唯
道
集
虚
。
虚
者
、

心
斎
也
」

 

『
荘
子
』
大
宗
師
篇
「
顔
回
曰
、
回
益
矣
。
仲
尼
曰
、
何
謂
也
。
曰
、
回
忘
仁
義

矣
。
曰
、
可
矣
、
猶
未
也
。
他
日
、
復
見
、
曰
、
回
益
矣
。
曰
、
何
謂
也
。
曰
、
回

忘
礼
学
矣
。
曰
、
可
矣
、
猶
未
也
。
他
日
、
復
見
、
曰
、
回
益
矣
。
曰
、
何
謂
也
。

曰
、
回
坐
忘
矣
。
仲
尼
蹵
然
曰
、
何
謂
坐
忘
。
顔
回
曰
、
堕
肢
体
、
黜
聡
明
、
離
形

去
知
、
同
於
大
通
、
此
謂
坐
忘
。
仲
尼
曰
、
同
則
无
好
也
、
化
則
无
常
也
。
而
果
其

賢
乎
。
丘
也
請
従
而
後
也
」

（
13
） 

拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
第
一
篇
第
一
章
「『
真
誥
』
に
つ
い
て
」
三
四
頁

〜
五
二
頁
参
照
。
ち
な
み
に
、
茅
山
の
神
降
ろ
し
よ
り
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
『
元
始
上
真
衆
仙
記
』（
道
蔵
七
三
冊
）
に
は
、「
荘
周
為
太
玄
博
士
、
治

在
荊
山
」（
八
ｂ
）
と
あ
り
、『
洞
玄
霊
宝
真
霊
位
業
図
』（
道
蔵
七
三
冊
）
に
は
、

「
第
三
右
位
、
…
…
韋
編
郎
荘
周
」（
一
一
ｂ
）
と
あ
る
。『
元
始
上
真
衆
仙
記
』
に

つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
「
尋
薬
か
ら
存
思
へ
」（
吉
川
忠
夫
編
『
中
国
古
道
教
史
研

究
』、
一
九
九
二
年
、
同
朋
舎
出
版
）
参
照
。

（
14
） 『
真
誥
』
巻
一
九
、
一
ｂ
「
仰
尋
道
経
上
清
上
品
、
事
極
高
真
之
業
、
仏
経
妙
法
蓮

華
、
理
会
一
乗
之
致
、
仙
書
荘
子
内
篇
、
義
窮
玄
任
之
境
。
此
三
道
足
以
包
括
万

象
、
体
具
幽
明
、
而
並
各
七
巻
者
、
当
是
璇
璣
七
政
以
斉
八
方
故
。
隠
居
所
製
登
真

隠
訣
亦
為
七
貫
。
今
述
此
真
誥
、
復
成
七
目
。
五
七
之
数
、
物
理
備
矣
」

（
15
） 

拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
第
一
篇
第
五
章
「
上
清
経
と
霊
宝
経
」
二
七
三
頁

〜
二
七
五
頁
参
照
。

（
16
） 

霊
宝
経
の
成
立
に
関
し
て
は
、O

fuchi N
inji “O

n K
u Ling-pao-ching ” 

（A
CT
A
 

A
SIA
T
ICA
 27, 1974

）、
小
林
正
美
「
劉
宋
に
お
け
る
霊
宝
経
の
形
成
」（『
東
洋

文
化
』
第
六
二
号
、
一
九
八
二
年
）
を
は
じ
め
、
諸
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
説
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
霊
宝
経
に
お
け
る
経
典
神
聖
化
の
論
理
│
│
元
始
旧
経

の
「
開
劫
度
人
」
説
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
哲
学

五
一
、
二
○
○
五
年
）
注
６
、
同
「
六
朝
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
麥
谷
邦
夫

編
『
三
教
交
渉
論
叢
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
○
○
五
年
、
所
収
）
第

四
節
参
照
。

（
17
） 

拙
稿
「
霊
宝
経
と
初
期
江
南
仏
教
」（『
東
方
宗
教
』
第
九
一
号
、
一
九
九
八
年
）
参

照
。

（
18
） 『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
一
八
ｂ
〜
一
九
ａ
「
太
極
真
人
曰
、
荘

周
者
、
太
上
南
華
仙
人
也
。
其
前
世
学
道
時
、
願
言
、
我
得
道
成
仙
、
才
智
洞
達
、

当
出
世
化
世
人
中
、
敷
演
道
徳
経
五
千
文
、
宣
暢
道
意
。
恵
子
是
其
弟
子
、
爾
時
亦

言
、
先
生
若
得
道
、
能
出
処
自
在
、
弟
子
願
侍
従
、
唱
讃
微
言
、
通
達
玄
旨
、
洞
観

道
源
、
以
解
世
羅
也
。
検
俗
人
華
競
之
心
、
導
之
以
自
然
法
門
、
故
玄
之
又
玄
、
衆

妙
之
門
也
。
後
並
得
所
願
、
著
書
皆
通
道
意
。
世
人
于
今
不
知
是
仙
真
上
人
、
以
荘

子
所
造
多
寓
言
。
大
鵬
・
大
椿
・
冥
霊
、
皆
実
録
語
也
、
非
虚
発
矣
。
夫
大
処
則
生

此
大
物
、
今
閬
苑
・
崑
崙
・
蓬
莱
・
北
海
中
、
悉
有
是
神
物
。
小
処
則
生
小
物
。
若

欲
皆
眼
見
為
有
、
不
見
為
無
、
天
下
之
所
無
多
矣
」

（
19
） 

拙
稿
「
霊
宝
経
に
見
え
る
本
生
譚
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
国
中
世
社
会
と
宗
教
』、
道

気
社
、
二
○
○
二
年
）。

（
20
） 

霊
宝
経
に
お
け
る
葛
仙
公
の
位
置
づ
け
、
お
よ
び
、
葛
仙
公
の
前
世
物
語
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
六
朝
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
注（
16
）所
掲
）
参
照
。

（
21
） 『
周
書
』
韋
夐
伝
「
夐
又
雅
好
名
義
、
虚
襟
善
誘
。
雖
耕
夫
牧
竪
、
有
一
介
可
称

者
、
皆
接
引
之
。
特
与
族
人
処
玄
及
安
定
梁
曠
為
放
逸
之
友
」。『
太
極
真
人
敷
霊
宝

斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
に
見
ら
れ
る
荘
周
の
尊
崇
と
、
梁
曠
撰
『
南
華
論
』
に
つ
い

て
は
、
廬
国
龍
『
道
教
哲
学
』（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
二
三
八
頁
〜
二
三

九
頁
、
王
承
文
『
敦
煌
古
霊
宝
経
与
晋
唐
道
教
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
二

七
九
頁
〜
二
八
七
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
22
） 

注（
３
）参
照
。

（
23
） 

小
林
正
美
「
霊
宝
斎
法
の
成
立
と
展
開
」（
同
氏
編
『
道
教
の
斎
法
儀
礼
の
思
想
史

的
研
究
』、
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
）、
注（
20
）所
掲
拙
稿
参
照
。

（
24
） 『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
一
九
ｂ
「
太
極
真
人
曰
、
霊
宝
経
者
、

衆
経
之
宗
、
難
以
言
宣
。
五
千
文
、
微
妙
衆
経
、
大
帰
義
一
也
。
洞
真
三
十
九
篇
、

三
十
九
真
人
説
之
者
、
蓋
無
生
之
文
矣
、
此
真
人
伝
出
之
耳
。
其
人
道
徳
真
気
、
混
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

化
自
然
成
真
人
、
老
子
之
儔
矣
。
経
歴
無
窮
之
劫
、
非
学
道
之
人
也
。
世
人
非
宿
恩

至
功
徳
満
足
、
得
洞
真
経
者
、
莫
能
知
此
義
。
所
道
者
、
皆
是
無
上
三
天
自
然
宮

室
、
万
物
山
川
。
其
山
川
万
物
、
名
有
世
上
同
者
、
非
世
之
山
川
万
物
也
、
皆
自
然

物
、
可
聞
難
弁
。
洞
真
玉
清
経
、
略
解
其
義
、
不
能
覼
縷
、
豈
可
思
議
也
」

（
25
） 『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
に
お
い
て
は
、
上
清
経
（
大
洞
真
経
三

十
九
章
）
に
対
す
る
尊
重
の
し
か
た
が
老
子
道
徳
経
・
霊
宝
経
と
は
や
や
異
な
り
、

地
上
に
お
い
て
妄
り
に
誦
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
拙
稿
「
六

朝
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
注（
16
）所
掲
）
参
照
。

（
26
） 

拙
稿
「
元
始
天
尊
を
め
ぐ
る
三
教
交
渉
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
三
教
交
渉
論
叢
続
編
』、

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
○
一
一
年
）
参
照
。

（
27
） 『
荘
子
』
天
運
篇
「
以
敬
孝
易
、
以
愛
孝
難
。
以
愛
孝
易
、
以
忘
親
難
。
忘
親
易
、

使
親
忘
我
難
。
使
親
忘
我
易
、
兼
忘
天
下
難
。
兼
忘
天
下
易
、
使
天
下
兼
忘
我
難
」

 

同
・
大
宗
師
篇
「
泉
涸
、
魚
相
与
処
於
陸
、
相
呴
以
湿
、
相
濡
以
沫
、
不
如
相
忘
於

江
湖
。
与
其
誉
堯
而
非
桀
也
、
不
如
両
忘
而
化
其
道
。
夫
大
塊
載
我
以
形
、
労
我
以

生
、
佚
我
以
老
、
息
我
以
死
。
故
善
吾
生
者
、
乃
所
以
善
吾
死
也
」。
大
宗
師
篇
の

こ
の
文
の
あ
と
の
方
に
は
、「
魚
相
忘
乎
江
湖
、
人
相
忘
乎
道
術
」
と
い
う
文
が
出

て
く
る
。
こ
の
「
相
忘
」
も
「
兼
忘
」「
両
忘
」
と
同
様
の
意
味
で
あ
る
。

（
28
） 『
太
極
真
人
敷
霊
宝
斎
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
一
一
ｂ
「
学
仙
道
欲
長
生
久
視
、
享
無

期
之
年
劫
、
安
宗
廟
、
興
門
族
、
度
七
世
父
母
苦
厄
、
昇
天
堂
、
後
世
出
賢
明
子

孫
、
当
受
霊
宝
真
文
。
行
是
斎
、
自
得
此
大
福
。
大
福
、
度
人
為
先
。
所
以
先
人
後

己
、
倚
伏
兼
忘
、
忘
其
所
忘
、
志
与
玄
同
」

（
29
） 『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
本
願
大
戒
上
品
経
』
二
ａ
〜
ｂ
「
夫
道
、
無
也
。
彌
絡
無

窮
、
子
欲
尋
之
、
近
在
我
身
、
乃
復
有
也
。
因
有
以
入
無
、
積
念
以
得
妙
。
万
物
芸

芸
、
譬
於
幻
耳
、
皆
当
帰
空
。
人
身
亦
然
、
身
死
神
逝
。
喩
之
如
屋
。
屋
壊
則
人
不

立
、
身
敗
則
神
弗
居
、
当
制
念
以
定
志
、
静
身
以
安
神
、
宝
炁
以
存
精
、
思
慮
兼

忘
、
冥
想
内
視
、
則
身
神
並
一
。
身
神
並
一
、
近
為
真
身
也
。
此
実
由
宿
世
本
行
。

積
念
累
感
、
功
済
一
切
、
徳
廕
万
物
、
因
縁
輪
転
、
罪
福
相
対
。
生
死
相
滅
、
貴
賤

相
使
、
賢
愚
相
傾
、
貧
富
相
欺
、
善
悪
相
顕
、
其
苦
無
量
、
皆
人
行
願
所
得
也
。
非

道
非
天
、
非
地
非
人
、
非
万
物
所
為
矣
、
正
由
心
耳
」

（
30
） 

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
事
柄
と
類
似
す
る
内
容
の
こ
と
は
、
霊
宝
経
「
元
始
旧
経
」
の

『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』（
道
蔵
第
二
○
二
冊
）
に
も
見
え
る
。
拙

稿
「
六
朝
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
注（
16
）所
掲
）
参
照

（
31
） 

陳
国
符
『
道
蔵
源
流
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
版
）
三
八
頁
〜
四
四
頁
。
馬

枢
『
道
学
伝
』
に
つ
い
て
も
、
陳
国
符
氏
に
よ
る
輯
佚
が
『
道
蔵
源
流
考
』
四
五
四

頁
〜
五
〇
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鐘
国
発
『
陶
弘
景
評
伝
（
附
《
寇
謙

之
評
伝
》、《
陸
修
静
評
伝
》』（
中
国
思
想
家
評
伝
叢
書
、
南
京
大
学
、
二
〇
〇
五

年
）
に
は
、
陸
修
静
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
川

忠
夫
「
仏
道
論
争
の
中
の
陸
修
静
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
八

年
）
参
照
。

（
32
） 『
三
洞
珠
嚢
』
巻
二
「
勅
追
召
道
士
品
」
に
引
く
関
連
部
分
を
以
下
に
掲
出
し
て
お

く
。「
道
学
伝
第
七
云
、
陸
修
静
字
元
徳
、
呉
興
東
遷
人
也
。
…
…
太
始
三
年
三

月
、
乃
詔
江
州
刺
史
王
景
宗
以
礼
敦
勧
、
発
遣
下
都
。
先
生
辞
之
以
疾
。
頻
奉
詔
。

帝
未
能
致
、
弥
増
欽
佇
。
中
使
相
望
、
其
在
必
至
。
先
生
乃
曰
、
主
上
聡
明
、
遠
覧

至
不
肖
、
猥
見
採
拾
。
仰
惟
洪
眷
、
俯
深
慚
惕
。
老
子
尚
委
王
官
以
輔
周
室
、
仙
公

替
金
錫
佐
呉
朝
。
得
道
高
真
、
猶
且
屈
、
余
亦
何
人
、
寧
可
独
善
乎
。
即
命
弟
子
陳

飄
之
出
都
也
。
初
至
九
江
、
九
江
王
問
道
仏
得
失
同
異
。
先
生
答
、
在
仏
為
留
秦
、

在
道
為
玉
皇
。
斯
亦
殊
途
一
致
耳
。
王
公
称
善
。
至
都
、
勅
主
書
計
林
子
宣
旨
、
令

住
後
堂
。
先
生
不
楽
、
権
住
驃
騎
航
扈
客
子
精
舎
。
労
問
相
望
、
朝
野
欣
属
。
天
子

乃
命
司
徒
建
安
王
尚
書
令
袁
粲
設
広
讌
之
礼
、
置
招
賢
座
、
盛
延
朝
彦
、
広
集
時

英
、
会
于
荘
厳
仏
寺
。
時
玄
言
之
士
、
飛
辯
河
注
、
碩
学
沙
門
、
抗
論
鋒
出
、
掎
角

李
釈
、
競
相
詰
難
。
先
生
標
理
約
辞
、
解
紛
挫
鋭
。
王
公
嗟
抃
、
遐
邇
悦
服
。
坐

畢
、
奏
議
於
人
主
。
旬
日
間
、
又
請
会
於
華
林
延
賢
之
館
。
帝
親
臨
幸
、
王
公
畢

集
。
先
生
鹿
巾
謁
帝
而
昇
。
天
子
粛
然
増
敬
、
躬
自
問
道
、
諮
求
宗
極
。
先
生
標
闡

玄
門
、
敷
釈
流
統
、
並
詣
希
望
微
、
莫
非
妙
絶
。
帝
心
悦
焉
。
王
公
又
問
、
都
不
聞

道
家
説
二
世
。
先
生
答
、
経
云
、
吾
不
知
誰
之
子
、
象
帝
之
先
。
既
已
有
先
、
居
然

有
後
。
既
有
先
後
、
居
然
有
中
。
荘
子
云
、
方
生
方
死
。
此
並
明
三
世
。
但
言
約
理

玄
、
世
未
能
悟
耳
。
朝
廷
欲
要
之
以
栄
、
先
生
眇
然
不
顧
。
宋
帝
乃
於
北
郊
築
崇
虚

館
以
礼
之
、
盛
興
造
構
、
広
延
勝
侶
。
先
生
乃
大
敞
法
門
、
深
弘
典
奥
、
朝
野
注
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六
朝
道
教
と『
荘
子
』（
神
塚
）

意
、
道
俗
帰
心
。
道
教
之
興
、
於
斯
為
盛
也
」

（
33
） 
唐
長
孺
氏
は
、
仏
教
哲
学
に
よ
っ
て
老
荘
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
始
ま
る
と

す
る
。
唐
長
孺
「
銭
唐
杜
治
与
三
呉
天
師
道
的
演
片
」（『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資

料
』
第
一
二
期
、
一
九
九
三
年
）
六
頁
。

（
34
） 

吉
川
忠
夫
『
六
朝
精
神
史
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
）
第
十
三
章
「
夷

夏
論
争
」
四
九
七
頁
〜
四
九
九
頁
。

（
35
） 「
留
秦
」
の
語
、
わ
か
り
に
く
い
が
、
前
注
所
掲
吉
川
論
文
で
は
、
蘭
相
如
の
故
事

を
ふ
ま
え
て
、「
中
国
に
流
伝
し
て
そ
の
地
に
そ
の
ま
ま
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
仏

教
を
、
秦
に
留
め
ら
れ
る
運
命
と
な
っ
た
や
も
知
れ
ぬ
和
氏
の
璧
に
た
と
え
た
」
も

の
と
解
釈
す
る
。
今
、
吉
川
氏
の
解
釈
に
従
う
。

（
36
） 

こ
の
こ
と
は
、
注（
33
）所
掲
唐
長
孺
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

（
37
） 

顧
歓
が
袁
粲
の
駁
論
に
答
え
た
文
に
、「
神
仙
有
死
、
権
便
之
説
。
神
仙
是
大
化
之

総
称
、
非
窮
妙
之
至
名
。
至
名
無
名
、
其
有
名
者
二
十
七
品
。
仙
変
成
真
、
真
変
成

神
、
或
謂
之
聖
、
各
有
九
品
。
品
極
則
入
空
寂
、
無
為
無
名
。
若
服
食
茹
芝
、
延
寿

万
億
、
寿
尽
則
死
、
薬
極
則
枯
、
此
修
考
之
士
、
非
神
仙
之
流
也
」（『
南
史
』
隠
逸

伝
上
・
顧
歓
伝
）
と
あ
り
、
顧
歓
が
、
仙
↓
真
↓
神
（
聖
）
と
い
う
位
階
説
を
と
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
、『
道
教
義
枢
』「
位
業
義
」
に
載
せ
る
陸
修
静

の
考
え
方
と
一
致
す
る
。「
陸
先
生
云
、
起
自
凡
夫
、
積
行
成
道
、
始
化
曰
仙
。
仙

化
成
真
、
真
化
成
聖
」（
巻
一
、
一
三
ｂ
）

（
38
） 『
宋
書
』
符
瑞
志
下
「
泰
始
七
年
四
月
戊
申
夜
、
京
邑
崇
虚
館
堂
前
有
黄
気
、
状
如

宝
蓋
、
高
十
許
丈
、
漸
有
五
色
。
道
士
陸
修
静
以
聞
」

（
39
） 『
笑
道
論
』（『
広
弘
明
集
』
巻
九
）「
三
十
一
、
道
経
未
出
言
出
者
、
…
…
臣
笑
曰
、

修
静
宋
明
時
人
、
太
始
七
年
因
勅
而
上
経
目
」（
大
正
蔵
五
二
、
一
五
一
中
）

（
40
） 『
真
誥
』
巻
八
、
一
四
ａ
に
「
右
四
條
、
別
一
手
書
。
陸
修
静
後
於
東
陽
所
得
、
不

与
諸
迹
同
。
辞
事
偽
陋
、
不
類
真
旨
、
疑
是
後
人
所
作
」
と
あ
り
、
三
君
手
書
を
陸

修
静
が
探
し
求
め
て
い
た
こ
と
と
、
陸
修
静
が
手
に
入
れ
た
も
の
を
陶
弘
景
は
後
人

の
偽
作
と
疑
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
真
誥
』
巻
二
〇
、
二
ｂ
に
「
楊

書
霊
宝
五
符
一
巻
、
本
在
句
容
葛
粲
間
。
泰
始
某
年
、
葛
以
示
陸
先
生
。
陸
既
敷
述

真
文
赤
書
・
人
鳥
五
符
等
、
教
授
施
行
已
広
、
不
欲
復
顕
出
奇
迹
。
因
以
絹
物
与
葛

請
取
、
甚
加
隠
閉
。
顧
公
聞
而
苦
求
一
看
、
遂
不
令
見
。
唯
以
伝
東
陽
孫
遊
嶽
及
女

弟
子
梅
令
文
。
陸
亡
、
亦
随
還
廬
山
」
と
あ
り
、
楊
羲
の
書
写
し
た
霊
宝
五
符
を
句

容
の
葛
粲
か
ら
絹
物
と
引
き
替
え
に
手
に
入
れ
、
自
分
の
不
見
識
を
隠
す
た
め
に
、

顧
歓
に
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
顧
歓
も
「
三
君
手
書
」
の
捜
収
整
理

を
試
み
、『
真
迹
』
と
名
づ
け
る
も
の
を
ま
と
め
て
い
た
が
、
そ
の
名
称
を
陶
弘
景

は
批
判
し
て
い
る
。『
真
誥
』
巻
一
九
、
二
ａ
「
真
誥
者
、
真
人
口
㖟
之
誥
也
。
猶

如
仏
経
皆
言
仏
説
。
而
顧
玄
平
謂
為
真
迹
。
当
言
真
人
之
手
書
迹
也
、
亦
可
言
真
人

之
所
行
事
迹
也
。
若
以
手
書
為
言
、
真
人
不
得
為
隷
字
。
若
以
事
迹
為
目
、
則
此
迹

不
在
真
人
爾
。
且
書
此
之
時
、
未
得
称
真
。
既
於
義
無
旨
、
故
不
宜
為
号
」

（
41
） 

前
注
参
照
。

（
42
） 

陸
修
静
の
著
作
と
し
て
、
法
琳
『
辯
正
論
』
巻
八
に
、「
必
然
論
一
巻
、
栄
隠
論
一

巻
、
遂
通
論
一
巻
、
帰
根
論
一
巻
、
明
法
論
一
巻
、
自
然
因
縁
論
一
巻
、
五
符
論
一

巻
、
三
門
論
一
巻
、
右
八
論
陸
修
静
撰
」（
大
正
蔵
五
二
、
五
四
六
下
）
と
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
現
存
し
な
い
。

（
43
） 『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ヴ
ェ

レ
レ
ン
「
儀
礼
の
あ
か
り
│
│
陸
修
静
の
斎
に
お
け
る
影
響
」（
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
編
『
中
国
宗
教
文
献
研
究
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
呂
鵬
志
『
唐

前
道
教
儀
式
史
綱
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
一
八
八
頁
〜
一
九
○
頁
参
照
。

（
44
） 『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
一
ａ
「
爝
光
者
、
猶
荘
子
所
謂
爝
火
也
。

為
光
之
微
者
。
原
夫
斎
法
至
精
而
行
者
常
麤
、
実
五
濁
垢
障
、
深
蒙
難
啓
。
如
処
曲

穴
、
非
太
陽
所
照
、
延
引
幽
闇
者
、
宜
以
燈
燭
之
明
。
今
以
爝
光
、
斯
之
謂
也
」

（
45
） 『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
「
堯
譲
天
下
於
許
由
曰
、
日
月
出
矣
而
爝
火
不
息
、
其
於
光

也
、
不
亦
難
乎
。
時
雨
降
矣
而
猶
浸
灌
、
其
於
沢
也
、
不
亦
労
乎
。
夫
子
立
而
天
下

治
、
而
我
猶
尸
之
、
吾
自
視
缺
然
。
請
致
天
下
」

（
46
） 『
洞
玄
霊
宝
五
感
文
』
五
ａ
〜
ｂ
「
一
曰
、
洞
真
上
清
之
斎
。
有
二
法
。
其
一
法
、

絶
群
離
偶
（
原
注
：
捨
朋
友
之
交
、
無
妻
奴
之
黒
。
孤
相
独
宴
、
泊
然
窮
寂
、
形
影

相
対
）。
無
為
為
業
（
原
注
：
端
推
好
然
、
無
所
一
為
。
胎
息
後
視
、
心
所
神
機
）。

寂
胃
（
原
注
：
胃
以
受
食
為
有
事
、
既
虚
息
不
食
、
則
泊
然
寂
定
也
）。
虚
申
（
原

注
：
請
斎
以
咠
為
期
、
至
申
而
食
。
今
既
不
食
、
徒
有
此
中
虚
過
而
已
）。
眠
神

79

二
十
五



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

（
原
注
：
神
司
外
、
務
躁
動
。
今
既
無
事
、
怡
静
内
蔵
、
故
謂
之
眠
）。
静
炁
（
原

注
：
炁
者
、
体
之
化
、
神
之
舜
。
神
動
則
炁
奔
。
今
神
遂
内
、
後
則
炁
静
体
寧
。

神
？
）。
遺
形
忘
体
（
原
注
：
形
以
有
待
故
接
物
。
体
之
以
有
累
不
可
忘
。
今
内
無

飢
寒
之
切
、
外
無
纏
縛
之
累
、
洞
遂
虐
漠
、
故
不
知
四
大
之
所
在
也
）。
無
与
道
合

（
原
注
：
道
体
虚
無
、
我
有
故
隔
、
今
既
能
忘
、
所
以
玄
合
）。
其
二
法
、
孤
影
夷
豁

（
原
注
：
皆
与
上
同
、
但
混
合
形
神
、
諷
経
有
異
）」

（
47
） 『
道
教
義
枢
』
の
成
立
と
そ
の
教
理
学
に
つ
い
て
は
、
麥
谷
邦
夫
「『
道
教
義
枢
』
と

南
北
朝
隋
初
唐
期
の
道
教
教
理
学
」（
同
氏
編
『
三
教
交
渉
論
叢
』、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
、
二
○
○
五
年
、
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
48
） 『
道
教
義
枢
』
巻
二
「
威
儀
者
、
三
元
本
有
威
儀
俯
仰
之
格
三
千
四
百
。
龍
漢
之

後
、
文
多
不
備
。
此
以
末
世
不
堪
、
故
略
不
伝
耳
。
其
論
斎
功
徳
、
凡
有
二
種
。
一

者
極
道
、
二
者
済
度
。
極
道
者
、
洞
神
経
云
、
心
斎
坐
忘
、
至
極
道
矣
。
本
際
経

云
、
心
斎
坐
忘
、
遊
空
飛
歩
。
済
度
者
、
依
経
有
三
籙
七
品
。
三
籙
者
、
一
者
、
金

籙
斎
。
上
消
天
災
、
保
鎮
帝
王
。
二
者
、
玉
籙
斎
。
救
度
人
民
、
請
福
謝
過
。
三

者
、
黄
籙
斎
。
下
抜
地
獄
九
玄
之
苦
。
七
品
者
、
一
者
、
三
皇
斎
、
求
仙
保
国
。
二

者
、
自
然
斎
、
修
真
学
道
。
三
者
、
上
清
斎
、
昇
虚
入
妙
。
四
者
、
指
教
斎
、
禳
災

救
疾
。
五
者
、
塗
炭
斎
、
悔
過
請
命
。
六
者
、
明
真
斎
、
抜
九
幽
之
魂
。
七
者
、
三

元
斎
、
謝
三
官
之
罪
」（
二
〇
ｂ
〜
二
一
ａ
）

（
49
） 

法
琳
『
辯
正
論
』
巻
二
「
三
教
治
道
篇
」「
公
子
問
曰
、
竊
覧
道
門
斎
法
、
略
有
二

等
。
一
者
極
道
、
二
者
済
度
。
極
道
者
、
洞
神
経
云
、
心
斎
坐
忘
、
至
極
道
矣
。
濟

度
者
、
依
経
有
三
録
七
品
。
三
録
者
、
一
曰
金
録
。
上
消
天
災
、
保
鎮
帝
王
、
正
理

分
度
、
大
平
天
下
。
二
曰
玉
録
。
救
度
兆
民
、
改
悪
従
善
、
悔
過
謝
罪
、
求
恩
請

福
。
三
曰
黄
録
。
抜
度
九
玄
七
祖
、
超
出
五
苦
八
難
。
救
幽
夜
求
歎
之
魂
、
済
地
獄

長
悲
之
罪
。
七
品
者
、
一
者
洞
神
斎
。
求
仙
保
国
之
法
。
二
者
自
然
齋
。
学
真
修
身

之
道
。
三
者
上
清
斎
。
入
聖
昇
虚
之
妙
。
四
者
指
教
斎
。
救
疾
攘
災
之
急
。
五
者
塗

炭
斎
。
悔
過
請
命
之
要
。
六
者
明
真
斎
。
抜
幽
夜
之
識
。
七
者
三
元
斎
。
謝
三
官
之

罪
。
此
等
諸
斎
、
或
一
日
一
夜
、
三
日
三
夜
、
七
日
七
夜
。
具
如
儀
典
。
其
外
又
六

斎
十
直
甲
子
庚
申
本
命
等
斎
。
通
用
自
然
斎
法
。
坐
忘
一
道
、
独
超
生
死
之
源
。
済

度
十
斎
、
同
離
哀
憂
之
本
。
始
末
研
尋
、
其
功
甚
大
」（
大
正
蔵
五
二
、
四
九
七
上
）

（
50
） 

注（
47
）所
掲
麥
谷
論
文
一
四
二
頁
〜
一
四
四
頁
。
ち
な
み
に
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
業

報
因
縁
経
』
巻
四
（
七
ｂ
）
持
斎
品
に
は
、「
斎
者
、
二
種
不
同
。
一
者
極
道
、
二

者
済
度
。
極
道
者
、
為
発
心
学
道
、
従
初
至
終
、
念
念
持
斎
、
心
心
不
退
。
復
有
二

門
。
一
謂
忘
心
、
二
謂
滅
心
。
忘
心
者
、
始
終
運
意
、
行
坐
忘
形
、
寂
若
死
灰
、
同

於
槁
木
、
滅
想
滅
念
、
惟
一
而
已
。
滅
心
者
、
随
念
随
忘
、
神
行
不
系
、
帰
心
於

寂
、
直
至
道
場
」
と
あ
り
、『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
見
え
る
「
死
灰
」「
槁
木
」
の
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
51
） 

麥
谷
氏
は
こ
れ
を
、『
玄
門
大
義
』（
＝
『
道
教
義
枢
』）
の
段
階
の
こ
と
と
し
て
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
注（
47
）所
掲
麥
谷
論
文
一
四
三
頁
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
六
朝
道
教
、
荘
子
、
真
誥
、
霊
宝
経
、
陸
修
静
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六
朝
道
教
と『
荘
子
』（
神
塚
）
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Abstract

Taoism in the six dynasties and Zhuangzi: 
Zhengao (真誥), Lingbao scriptures (霊宝経) and Luxiujing (陸修静)

KAMITSUKA Yoshiko 

 Laozi was tied to Taoism early. However, it is after mid-fourth century that Zhuangzi was 
combined with Taoism. It is important to examine the process how Zhuangzi was combined with 
Taoism in the six dynasties.
 In this article, I focus on Zhengao (真誥), Lingbao scriptures (霊宝経) and Luxiujing (陸修静). In 
Zhengao, the vocabularies and the thought of Zhuangzi are used for the description of Zhenren (真
人) which occupies the important position in a religious view of the world of Shangqing (Supreme 
Purity) school. In Lingbao scriptures which were written under the influence of Buddhism 
thought, Zhuangzhou (荘周) is called Taishang Nanhua xianren (太上南華仙人), and the state of the 
enlightenment is expressed in a word jianwang (兼忘) of Zhuangzi. Luxiujing unified Taoism to be 
opposed with the power of the Buddhism in the fifth century. According to his writings, he made 
much of the thought of Zhuangzi.

Keywords: Taoism in the six dynasties, Zhuangzi, Zhengao, Lingbao scriptures, Luxiujing


